
特
別
企
画

個
性
派
テ
ィ
ハ
ウ
ス
 in 
内
湖

お
茶
の
こ
こ
ろ
に
触
れ
よ
う

内
湖
は
台
北
市
の
東
北
部
に
位
置
し
、
区
内
に
は
大
湖
・
碧
湖
と
い
う
湖
水
を
擁
す
る
優
美

な
公
園
が
あ
る
。
当
区
に
は
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
が
成
立
し
て
以
降
、
内
外
か
ら
多
く
の
ハ

イ
テ
ク
企
業
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
本
部
が
進
出
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
特
色
の
あ
る
レ
ス
ト

ラ
ン
や
シ
ョ
ッ
プ
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
人
気
の
高
い

テ
ィ
ハ
ウ
ス
を
取
り
上
げ
た
い
。

台
湾
好
物

「
露 

・La Rosée

」

ウ
ッ
デ
ィ
な
手
触
り
の
コ
ー
ヒ
ー
ポ
ッ
ト
セ
ッ
ト

台
湾
体
験

朝
は
銀
髪
族
天
国

？！
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台
湾
政
府
交
通
部　

葉
匡
時
部
長

ト
ラ
ベ
ル
特
集

台
北
市
公
館

「
文
青
」
の
世
界
を
訪
ね
る

【
文
青
】
と
は
「
文
芸
青
年
」
の
略
で
、
2
0
0
0
年
頃
よ
り
、
マ
イ
ナ
ー
な

音
楽
や
映
画
を
愛
好
す
る
二
十
代
、
三
十
代
の
若
者
を
指
し
て
そ
う
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
。
一
般
に
「
村
上
春
樹
や
下
北
沢
を
好
み
、
黒
縁
眼
鏡
を
掛
け
、
痩
せ
型

で
ス
キ
ニ
ー
パ
ン
ツ
を
履
い
て
い
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
「
文
青
風
」
「
文
青
路

線
」
と
い
っ
た
名
詞
も
生
ま
れ
た
。

観
光
工
場

南
投
県
埔
里
「
紙
匠
手
工
紙
工
房
」

紙
漉
き
の
故
郷
で
職
人
体
験

南
投
県
竹
山
「
遊
山
茶
訪
文
化
館
」

台
湾
茶
道
の
世
界
を
の
ぞ
く

文/柳本通彦       

十年前、二十年前に比べても昨今、台湾大学近辺の賑わいはすさまじいもの
がある。「公館」とあるように清代になんからの施設が設けられて、これより南
は「化外の地」とされていたらしい。僅か百年余りの間のこの変貌である。こ
の地に公館駅が設置され新店まで軌道が通じたのは1921年のことだという。

台湾観光月刊

台
湾
観
光
月
刊
ブ
ロ
グ

http://am
eblo.jp/taiw

an-kannkou
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台
湾
政
府
交
通
部
（
省
）
観
光
局
が
主

催
す
る
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
今

年
、
台
湾
中
部
南
投
県
で
開
催
さ
れ
る
。

毎
年
元
宵
節
（
旧
暦
正
月
十
五
日
）
の
前

後
に
開
催
さ
れ
る
大
型
イ
ベ
ン
ト
で
、
そ

の
年
の
干
支
（
今
年
は
「
午
」
）
を
テ
ー

マ
と
し
た
メ
イ
ン
ラ
ン
タ
ン
や
地
方
の
特

色
を
取
り
入
れ
た
大
小
の
ラ
ン
タ
ン
が
屋

外
展
示
さ
れ
る
。
今
年
は
「
馬
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
メ
イ
ン
ラ
ン
タ
ン
エ
リ
ア
を

中
心
に
、
観
光
局
と
自
治
体
が
協
力
し
て

「
北
エ
リ
ア
」
「
南
エ
リ
ア
」
を
設
置

し
、
「
台
湾
の
心
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
南

投
の
観
光
・
建
築
・
宗
教
・
工
芸
・
原
住

民
文
化
を
表
現
す
る
予
定
だ
。

会
場
は
、
か
つ
て
台
湾
省
議
会
な
ど
が

あ
っ
た
南
投
県
中
興
新
村
。
イ
ギ
リ
ス
を

モ
デ
ル
に
設
計
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

で
、
オ
フ
ィ
ス
街
と
住
宅
エ
リ
ア
が
見
事

な
調
和
を
な
し
た
田
園
都
市
で
あ
る
。
南

投
は
日
月
潭
・
集
集
・
渓
頭
な
ど
台
湾
を

代
表
す
る
景
勝
地
を
擁
す
る
県
で
あ
り
、

中
部
観
光
と
あ
わ
せ
て
日
程
を
組
み
た

い
。参

観
者
の
た
め
に
高
速
鉄
道
台
中
烏
日

駅
ま
た
は
台
湾
鉄
道
烏
日
駅
・
員
林
駅
か

ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
用
意
さ
れ
る
。
マ
イ

カ
ー
の
場
合
は
指
定
駐
車
場
か
ら
送
迎
車

利
用
。
い
ず
れ
も
中
興
新
村
の
南
北
に
中

継
場
所
が
あ
り
、
メ
イ
ン
ラ
ン
タ
ン
エ
リ

ア
と
の
間
を
往
復
す
る
。

02/07-02/13 北エリアのみ点灯
02/14 開幕式
02/23 閉幕式
会場：南投中興新村
オフイシヤルサイト：
http://jp.taiwan.net.tw/
フェイスブック：
www.facebook.
com/2014taiwanlanternfestival

2014

台湾ランタン

フェスティバル

光輝く幻想と夢の世界へ
2014 台湾ランタン

フェスティバル in 南投

FESTIVAL

2014/02/14 ~02/23

N1

S

N2
中正路

営北路

環山路

光華路

光華四路一街
光栄北路

光栄東路一
街

光華二路

虎山路

←草屯へ

中
正
路 光

華
四
路 中

学
路

光
栄
東
路

中
学
西
路

省
府
路

南エリアメインランタン
エリア

北1シャトル
バス下車処

北2シャトル
バス下車処

南シャトルバ
ス下車処

会場シャトルバ
スストップ

大型バス指
定駐車場

北エリア

年に一度台湾最大規模のお祭り
ーランタンフェスティバル、
2 0 1 3年は参観者一千二百万人
という新記録を樹立した。

中興新村会場配置図
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交
通
部
観
光
局
局
長
　
謝
謂
君

日
本
の
皆
様
、
読
者
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
本
か
ら
の
旅
客
は
円
安
の
影
響
を
受
け
て
、

2
0
1
3
年
度
、
当
初
の
八
か
月
は
前
年
に
比
べ
小
幅

な
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
も
の
の
、
日
本
向
け
の
P
R
を

強
化
す
る
な
か
、
台
日
双
方
の
旅
行
業
者
の
ご
奮
闘
も

あ
っ
て
、
九
月
以
降
は
来
台
者
も
プ
ラ
ス
成
長
に
転
ず

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
に
よ
り
喜
ば
し
い
こ
と

は
、
台
日
相
互
訪
問
者
の
人
数
が
十
月
の
時
点
で
初
め

て
三
百
万
人
を
突
破
し
、
台
日
観
光
交
流
の
新
た
な
地

平
を
切
り
開
い
た
こ
と
で
す
。

日
本
は
台
湾
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
視
す
べ
き
観

光
市
場
で
あ
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
率
が
と
て
も
高
い
マ

ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
日
本
の
皆
様
に
繰
り
返
し
お
出
で
い

た
だ
く
た
め
に
、
交
通
部
観
光
局
で
は
一
貫
し
て
新
し

い
ス
ポ
ッ
ト
、
新
し
い
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
官
民
が
提
携
し
て
進
め

て
い
る
「
国
際
光
點
計
画
」
は
、
台
湾
の
文
化
や
自
然

を
深
く
体
験
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
。
ま
た
地
方
自
治
体
と
協
力
し
て
「
十
大
観
光
町

村
」
・
「
台
湾
観
光
カ
レ
ン
ダ
ー
」
・
「
十
大
幸
福
ツ

ア
ー
コ
ー
ス
」
と
い
っ
た
新
商
品
の
開
発
で
も
成
果
を

あ
げ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
個
人
旅
行
の
お
客
様
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
た
め
に
、
高
速
鉄
道
・
台
湾
鉄
道
・
航
空
路

線
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
に
自
由
に
組
み
合
わ
せ
ら
れ

る
台
湾
好
行
ス
ポ
ッ
ト
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
・
台
湾
観
光
バ

ス
の
シ
ス
テ
ム
を
立
ち
上
げ
て
参
り
ま
し
た
。

同
時
に
ホ
テ
ル
の
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
評
価
、
「
幸
福
の

宿
」
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を
実
施
し
、
安
全
・
快
適
か
つ

多
様
な
ホ
テ
ル
を
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
セ
レ
ク
ト
で
き
る

環
境
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
ま
た
身
体
の
不
自
由
な
方

や
シ
ル
バ
ー
世
代
の
便
宜
を
は
か
る
た
め
に
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
環
境
と
サ
ー
ビ
ス
の
万
全
を
期
し
た
新
し
い

商
品
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
一
年
に
向
け
、
観
光
局
と
し
て
は
、
日

本
語
の
サ
イ
ト
や
端
末
の
S
N
S
を
含
め
、
日
本
を
対

象
に
し
た
P
R
宣
伝
を
さ
ら
に
強
化
す
る
一
方
、
業
者

の
方
々
と
一
致
協
力
し
て
万
全
の
態
勢
を
整
え
、
一
年

を
通
し
て
一
人
ひ
と
り
の
お
客
様
を
温
か
く
お
迎
え
で

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

「
思
い
立
っ
た
が
台
湾
吉
日
（ Tim

e for Taiw
an 

）
」
―
―
、
さ
ら
に
台
湾
へ
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
す
る
と
と
も
に
皆
様
の
ご
健
康
と
平
安

を
お
祈
り
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

シェ　       ウエイ　     チュイン
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       「台 湾 の 窓」
政治・経済・文化・国際交流にわたる台湾の

最新ニュースをお届けします。

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
台
日
の
交
流
が

ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
昨
年
は
宝

塚
歌
劇
団
が
来
演
し
た
り
、
W
B
C
ワ
ー
ル

ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
た
り
し
た
ほ
か
、
11
月
末
に
は
「RALLY 

N
IPPO

N
 

2
0
1
3 in TAIW

AN

─
ク
ラ
シ
ッ

ク
カ
ー
サ
ン
ク
ス
ラ
リ
ー
」
が
大
挙
来
台
し

た
。
ラ
リ
ー
ニ
ッ
ポ
ン
は
日
本
の
観
光
庁
認
可

の
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
愛
好
家
に
よ
る
組
織
で
、

2
0
0
8
年
に
成
立
後
、
毎
年
走
行
距
離
一
千

キ
ロ
前
後
の
大
会
を
開
催
し
て
い
る
。
今
回
は

東
日
本
大
震
災
へ
の
支
援
に
感
謝
し
て
、
初
め

て
会
場
を
海
外
に
移
す
こ
と
に
な
っ
た
。

来
台
し
た
六
十
台
の
自
動
車
は
い
ず
れ
も

1
9
7
4
年
以
前
に
生
産
さ
れ
た
ク
ラ
シ
ッ
ク

カ
ー
。
11
月
28
日
午
前
に
台
湾
総
統
府
前
を
出

発
し
、
三
泊
四
日
で
本
島
を
一
周
し
て
無
事
12

月
1
日
に
台
北
市
の
中
正
紀
念
堂
に
戻
っ
た
。

な
か
に
は
1
9
2
6
年
に
生
産
・
出
荷
さ
れ
た

と
い
う
車
齢
八
十
七
歳
のBEN

TLEY SPEED 
M

O
D

EL VAN
D

EN
 PLAS FO

U
R SEATER 

TO
URER

も
含
ま
れ
て
い
る
。
観
光
局
に
よ
る

とRally N
ippon

の
知
名
度
は
高
く
、
今
回
は

サ
ン
ク
ス
ラ
リ
ー
に
と
ど
ま
ら
ず
、
台
湾
の

美
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

だ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
N
H
K
文
化
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す

る
「
国
際
交
流
祭
」
が
交
通
部
（
省
）
観
光
局

の
協
賛
の
も
と
2
0
1
3
年
11
月
16
・
17
日
、

華
山
1
9
1
4
文
創
園
で
開
催
さ
れ
た
。
茶

道
・
押
花
・
篆
刻
・
手
作
り
人
形
な
ど
、
日
本

の
伝
統
文
化
が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
日
本
か
ら

は
「
岡
倉
こ
ど
も
神
楽
」
・
日
本
舞
踊
・
和
太

鼓
の
演
奏
、
台
湾
か
ら
は
太
極
拳
や
健
康
体
操

が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
相
互
の
文
化
・
観
光
交

流
を
深
め
た
。

「ラリーニッポン」六十台のクラ
シックカーが台湾一周！

台湾政府観光局謝局長（左写真）と交通部葉部長（右写真）から代表者に記念品が贈られた

写
真
／
台
湾
観
光
局
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台
湾
観
光
協
会
会
長

　賴
瑟
珍

2014

新
年
の
ご
挨
拶

日
本
の
読
者
の
皆
様
、
観
光
業
者
の
皆
様
、

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年

も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

昨
年
は
、
台
湾
と
日
本
と
の
間
の
相
互
訪

問
者
が
三
百
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

官
民
力
を
あ
わ
せ
て
取
り
組
ん
だ
成
果
で
あ
る

と
と
も
に
、
双
方
の
業
者
の
た
ゆ
み
な
い
努
力

の
賜
物
と
存
じ
ま
す
。
こ
こ
に
台
湾
観
光
業
界

を
代
表
し
て
、
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。台

湾
と
日
本
の
間
に
は
深
い
歴
史
的
な
ご

縁
が
あ
り
ま
す
。
台
湾
の
穀
倉
地
帯
を
今
も
支

え
る
烏
山
頭
ダ
ム
を
設
計
し
た
八
田
與
一
、
皇

居
に
も
進
呈
さ
れ
た
日
月
潭
紅
茶
を
育
て
た
新

井
耕
吉
郎
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
産
業
建
設

に
貢
献
し
た
日
本
人
の
足
跡
は
台
湾
各
地
に
残

っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
時
代
を
経
て
台
日
間

の
友
好
の
絆
は
ま
す
ま
す
緊
密
に
な
っ
て
い
ま

す
。
相
互
訪
問
者
数
も
年
々
増
え
て
き
ま
し
た

し
、
困
難
に
直
面
し
た
際
に
は
互
い
に
熱
い
支

援
を
届
け
て
き
ま
し
た
。
相
互
の
好
感
度
も
き

わ
め
て
好
調
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
台
湾
政

府
観
光
局
の
ご
指
導
の
も
と
台
湾
観
光
協
会
と

し
て
幾
度
も
観
光
業
者
の
代
表
団
を
率
い
て
日

本
各
地
の
旅
行
博
覧
会
や
観
光
P
R
活
動
に
参

加
す
る
と
と
も
に
、
3
月
・
5
月
・
8
月
に

は
、
福
岡
県
・
中
部
地
方
・
愛
媛
県
と
そ
れ
ぞ

れ
友
好
交
流
互
恵
の
覚
書
を
交
わ
し
、
交
流
を

深
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
近
年
は
友
好
協
議
の

締
結
が
盛
ん
で
す
。
例
え
ば
、
台
北
1
0
1
と

東
京
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、
平
渓
線
と
江
之
電
の

ほ
か
、
玉
山
と
富
士
山
も
友
好
山
協
定
を
今
年

2
月
23
日
の
「
富
士
山
日
」
に
締
結
の
予
定

で
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

去
年
は
円
安
が
進
み
、
日
本
国
民
の
出
国
者

数
は
下
降
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
来
台
者
は

下
半
期
か
ら
プ
ラ
ス
成
長
に
転
じ
ま
し
た
。
台

日
旅
行
業
界
が
力
を
合
わ
せ
て
い
け
ば
、
き
っ

と
2
0
1
6
年
相
互
訪
問
者
数
四
百
万
と
い
う

目
標
を
達
成
で
き
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

日
本
は
台
湾
に
と
っ
て
重
要
な
隣
人
で
あ

り
、
も
っ
と
も
よ
き
友
人
で
も
あ
り
ま
す
。
台

湾
の
美
を
満
喫
で
き
る
多
様
で
魅
力
的
な
ツ
ア

ー
コ
ー
ス
を
さ
ら
に
ご
用
意
し
て
、
今
年
も
皆

様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

台
湾
は
治
安
も
よ
く
、
初
め
て
の
方
に
も
安
心

し
て
街
歩
き
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
環
境
が

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
台
湾
の
美
景
・
美
食

を
ご
体
験
く
だ
さ
い
。

両
国
の
観
光
産
業
に
と
っ
て
さ
ら
に
実
り
あ

る
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
て
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ライ　       サー　   ゼン
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『 美しき好き暮らしヘのメッセンジャー 』

観光業界と深い縁をもつ台湾政府交
通部（省）葉匡時部長（大臣）は、
2013年2月就任以来、施政の目標達成
のために日々交通部管轄の膨大な業務
に立ち向かってきた。新い一年の始ま
りに際し、葉匡時部長を訪問して、交
通部の現状とこれからの施策について
インタビューする機会をえた。現在台
湾政府は全力をあげて官民力を合わせ
台湾観光の未来を切り開くべく奮闘中
で、葉部長はその先頭に立っていると
ころである。

Profile
葉匡時部長
現職：台湾政府交通部（省）部長（大臣）  
経歴：交通部政務次長
行政院研究発展考核委員会副主任委員
中山大学副教授・教授

達
成
を
目
指
す
六
つ
の
重
点 

交
通
部
が
主
管
す
る
業
務
の
範
囲
は
、
陸
海
空
運

輸
・
電
信
・
郵
政
・
観
光
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
る
。
い

ず
れ
も
民
衆
の
生
活
と
密
切
な
関
係
を
も
つ
政
策
分
野

で
あ
る
。

以
下
は
、
本
誌
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
、
葉
匡
時
部
長
の

話
さ
れ
た
内
容
の
要
約
で
あ
る

：

部
長
に
就
任
以
来
、

「
美
し
き
好
き
暮
ら
し
へ
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
」
を
使

命
と
し
て
、
交
通
部
の
同
僚
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
想

像
力
を
発
揮
し
て
奮
闘
し
て
参
り
ま
し
た
。
観
光
を
例

に
と
る
と
、
ス
ム
ー
ズ
で
便
利
な
交
通
・
通
信
網
を
整

備
し
、
隅
々
に
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
旅
行
環
境
を
実
現
す

る
こ
と
で
、
ツ
ー
リ
ス
ト
に
台
湾
の
美
景
・
美
食
・
風

土
を
満
喫
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
2
0
1
6
年
来

台
旅
客
一
千
万
人
の
目
標
達
成
を
期
し
て
い
ま
す
。

交
通
・
観
光
建
設
に
は
六
つ
の
重
点
が
ご
ざ
い
ま

す
。
第
一
に
は
「
桃
園
航
空
城
（
注
一
）
計
画
」
で

す
。
こ
れ
を
起
爆
剤
と
し
て
台
湾
経
済
と
生
活
型
態
の

大
転
換
を
図
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次
い
で
公
共

交
通
機
関
の
整
合
で
す
。
2
0
2
5
年
に
は
公
共
交
通

機
関
の
利
用
率
を
30
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
る
の
が
目
標
で

す
。
炭
素
排
出
量
の
削
減
を
目
的
と
す
る
と
と
も
に
、

将
来
の
高
齢
化
社
会
の
来
臨
に
対
応
す
る
意
味
も
あ
り

ま
す
。
第
三
に
は
軌
道
建
設
を
強
化
し
て
、
路
線
バ

ス
・
高
速
鉄
道
・
台
湾
鉄
道
を
き
め
細
か
く
結
ん
で
、

切
れ
間
の
な
い
交
通
網
を
完
成
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
第

四
に
は
台
湾
観
光
の
量
と
品
質
の
向
上
。
第
五
に
は

「
六
海
一
空
」
（
注
二
）
自
由
経
済
模
範
エ
リ
ア
を
前

面
に
打
ち
出
し
た
企
業
誘
致
、
産
業
の
発
展
で
あ
り
ま

す
。
第
六
は
2
0
1
4
年
を
「
道
路
安
全
年
」
と
し
、

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
率
を
少
な
く
し
て
参

り
ま
す
。

台湾政府交通部
　葉匡時部長
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湾
に
来
ら
れ
た
ら
、
一
回
の
ビ
ザ
で
台
湾
の
複
数
の
港

に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
香
港
を
出
て
台
湾

を
経
由
し
、
そ
の
ま
ま
日
本
や
韓
国
に
向
か
う
と
い
う

コ
ー
ス
も
こ
れ
か
ら
実
現
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
台
湾

観
光
に
と
っ
て
大
き
な
後
押
し
に
な
る
で
し
ょ
う
。

付
加
価
値
を
高
め
て
　

こ
れ
か
ら
は
観
光
の
面
で
も
、
「
ブ
ラ
ン
ド
化
」
が

不
可
欠
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
観
光
産
業
は
国
際
化
と

と
も
に
専
業
性
を
高
め
て

い
か
な
け
れ
ば
生
き
残
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
商

品
に
も
付
加
価
値
が
必
要

に
な
る
。
お
そ
ら
く
旅
行

業
界
は
大
き
く
変
貌
し
て

い
か
ざ
る
を
え
な
い
。
将

来
的
に
は
大
型
の
観
光
集

団
が
主
流
に
な
っ
て
い
く

で
し
ょ
う
。
中
小
の
旅
行

社
に
は
厳
し
い
競
争
の
時

代
に
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
。こ

の
一
年
間
、
政
府

の
施
策
に
協
力
し
て
奮
闘

下
さ
っ
た
観
光
従
業
員
の

皆
さ
ん
、
ど
う
も
お
疲
れ

様
で
し
た
。
観
光
と
い
う

仕
事
は
さ
ら
に
専
門
性
が

問
わ
れ
る
尊
い
仕
事
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。
お
互
い

「
美
し
き
良
き
暮
ら
し
へ

の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
」
と

し
て
の
役
割
を
自
覚
し
、

観
光
産
業
の
品
質
向
上
に
邁
進
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

台
日
の
観
光
交
流
は
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
皆
様
、
今
年
も
ぜ
ひ
台
湾
に
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。
台
湾
の
美
景
・
美
食
・
人
情
に
触
れ
、
さ
ら
に

新
鮮
な
感
動
の
旅
を
体
験
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に

存
じ
ま
す
。
本
年
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

（
注
一
） 

桃
園
航
空
城

：

桃
園
国
際
空
港
周
辺
の
広
大
な
敷
地

を
基
地
と
し
て
、
第
三
次
産
業
大
型
パ
ー
ク
を
設
立

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

 
（
注
二
）�

六
海
一
空

：

基
隆
・
蘇
澳
・
台
北
・
台
中
・
高
雄
・

安
平
と
い
う
六
つ
の
港
お
よ
び
桃
園
航
空
城
を
中
核

に
そ
れ
ぞ
れ
経
済
特
区
を
立
ち
上
げ
る
計
画
。

航
空
路
線
不
断
に
成
長
　
台
湾
観
光
に
商
機

近
年
、
台
日
航
路
、
両
岸
航
路
を
筆
頭
に
台
湾
の
国

際
路
線
の
種
類
も
便
数
も
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
ク

ル
ー
ズ
船
の
寄
港
も
増
え
て
お
り
、
観
光
産
業
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
台
湾
と
日
本
の
間
で
は
、

「
天
空
開
放
協
議
」
を
経
て
、
羽
田
の
ほ
か
地
方
都
市
の

空
港
と
台
湾
が
直
接
結
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

2
0
1
3
年
10
月
に
は
世
界
的
に
も
珍
し
い
同
じ
名
前
の

空
港
同
士
を
結
ぶ
「
台
北
松
山

－

愛
媛
松
山
」
便
が
就
航

し
、
世
界
を
あ
っ
と
言
わ
せ
ま
し
た
。

松
山
空
港
だ
け
で
な
く
、
34
の
鉄
道
の
駅
の
名
称

が
日
本
と
台
湾
で
共
通
し
て
い
る
ん
で
す
。
実
は
今
年

A
P
E
C
の
運
輸
部
長
会
議
で
太
田
昭
宏
国
土
交
通
大
臣

と
会
談
し
た
際
に
、
こ
の
こ
と
が
話
題
に
な
り
、
ぜ
ひ
こ

れ
を
観
光
宣
伝
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
台
日
両
地
間

で
ク
ル
ー
ズ
船
の
航
路
開
発
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。
2
0
1
4
年
に
は
台
日
ク
ル
ー

ズ
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
て
、
交
流
を
深
め
る
計
画
で
す
。

大
陸
と
の
運
輸
方
面
を
み
ま
す
と
、
直
航
で
結
ば
れ

る
都
市
も
便
数
も
引
き
続
き
増
加
し
、
一
週
間
に
往
復
す

る
飛
行
機
は
6
7
0
便
に
上
っ
て
い
ま
す
。
大
陸
か
ら
の

国
際
ク
ル
ー
ズ
の
台
湾
へ
の
寄
港
に
も
注
目
し
て
い
ま

す
。
従
来
は
外
国
籍
の
船
舶
は
同
時
に
両
岸
の
港
に
立
ち

寄
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
困
難
な
交
渉
を
経
て

い
ま
は
こ
う
し
た
制
限
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
中

国
籍
乗
客
の
査
証
を
緩
和
し
ま
し
た
。
ク
ル
ー
ズ
船
で
台

 資料提供：http://www.tycg.gov.tw/aerotropolis/
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h
ip

sters in
 T

a
ip

ei.

と
は
「
文
芸
青
年
」
の
略
で
、

2
0
0
0
年
頃
よ
り
、
マ
イ
ナ

ー
な
音
楽
や
映
画
を
愛
好
す
る

二
十
代
、
三
十
代
の
若
者
を
指

し
て
そ
う
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
一
般
に

「
村
上
春
樹
や
下
北
沢
を
好
み
、
黒
縁
眼

鏡
を
掛
け
、
痩
せ
型
で
ス
キ
ニ
ー
パ
ン
ツ

を
履
い
て
い
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
「
文

青
風
」
「
文
青
路
線
」
と
い
っ
た
名
詞
も

生
ま
れ
た
。
日
本
映
画
「
モ
テ
キ
」
の
主

人
公
、
藤
本
幸
世
あ
た
り
が
文
芸
青
年
の

典
型
と
さ
れ
る
。

公
館
商
圈
は
台
北
市
南
部
の
繁

華
街
で
、
羅
斯
福
路
・
汀
洲
路

・
新
生
南
路
・
辛
亥
路
に
囲
ま

れ
、
国
立
台
湾
大
学
（
旧
台
北

帝
国
大
学
）
を
中
核
と
す
る
エ
リ
ア
。
日

本
時
代
、
こ
こ
に
帝
大
が
創
設
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
当
時
の
台
北
鉄
道
株
式
会
社
が

万
華
か
ら
新
店
ま
で
の
途
中
駅
と
し
て
公

館
駅
を
設
置
し
た
。
現
在
か
つ
て
の
軌
道

の
痕
跡
は
な
い
が
、
公
館
に
は
学
生
街
特

有
の
文
芸
的
雰
囲
気
が
満
ち
て
お
り
、
カ

ジ
ュ
ア
ル
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
売
る
シ
ョ

ッ
プ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ほ
か
、
路
地
裏
に

隠
れ
た
独
立
系
書
店
・
中
古
C
D
シ
ョ
ッ

プ
・
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
・
カ
フ
ェ
が
「
文

青
」
た
ち
の
溜
ま
り
場
と
な
っ
て
い
る
。

公館 文青

MRT
台電大楼駅

MRT
公館駅

茉莉二手書店

個体戸唱片行

G Love

女巫店
Picnic野餐咖啡

繭裹子TWINE
Pica Pica

8mm巴黎米

宝蔵巌

The Wall

公館水岸広場
心電心創意生活市集

汀
洲

路

思
源
街

舟
山
路

基
隆
高
架
道
路

辛亥
路一
段

建
国
高
架
道
路

羅
斯
福
路
四
段

水

源

快

速

道

路

新
生
南
路
三
段温

州
街

←
台
北
駅

国立台湾大学

文／朱佳雯　写真／宋育玫、張馨尹　モデル／徐唯宸
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国
立
台
湾
大
学
は
台
湾
で
も
っ
と

も
古
く
、
も
っ
と
も
大
規
模
な
高
等
教

育
機
関
。
前
身
は
1
9
2
8
年
創
立
の

「
台
北
帝
国
大
学
」
で
、
台
北
市
内
に

九
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
ほ
か
、
台

湾
全
島
に
六
つ
の
校
有
地
、
付
属
病
院

な
ど
の
付
属
機
関
を
擁
す
る
台
湾
の
最

高
学
府
で
あ
る
。
自
由
主
義
を
校
風
と

し
、
校
門
前
の
広
場
は
、
政
治
活
動
が

抑
圧
さ
れ
た
時
代
も
自
由
に
言
論
を
発

表
で
き
る
聖
地
だ
っ
た
。
正
門
か
ら
入

る
と
、
バ
ロ
ッ
ク
の
風
格
を
踏
襲
し
た

校
舎
が
大
王
ヤ
シ
と
と
も
に
整
然
と
並

ぶ
。
別
名
「
ツ
ツ
ジ
城
」
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
校
庭
に
は
多
く
の
ツ
ツ
ジ
が
植
え

ら
れ
て
お
り
、
大
王
ヤ
シ
と
ツ
ツ
ジ
は

台
大
の
校
樹
な
ら
び
に
校
花
と
さ
れ
て

い
る
。

校
舎
の
建
造
は
、
当
時
の
総
督
府
営

繕
科
が
司
り
、
ロ
ー
マ
様
式
の
「
ア
ー

チ
」
や
「
門
庭
」
、
そ
し
て
内
部
の
回

廊
を
特
徴
と
し
た
典
雅
な
空
間
設
計
と

な
っ
て
い
る
。
帝
大
時
代
に
建
て
ら
れ

た
建
物
と
し
て
は
、
一
号
館
か
ら
五
号

館
、
な
ら
び
に
文
学
院
・
旧
総
図
書
館

（
校
史
館
）
が
残
り
、
多
く
が
台
北
市

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
キ
ャ
ン

パ
ス
は
歴
史
が
息
づ
く
学
術
的
雰
囲
気

が
感
じ
ら
れ
、
一
味
違
っ
た
旅
の
思
い

出
が
作
れ
る
だ
ろ
う
。

台湾大学

台大のメインストリート「椰林大道」、正面が総合図書館

日本時代の校
舎も数多く残

る
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Add：汀州路三段230巷14弄2号(MRT公館駅一号出口徒歩5-7分)
Tel：(02)2364-5313
Open：火曜-日曜11:00-22:00 (展覧会は18:00まで)
Web：www.artistvillage.org

総
面
積
わ
ず
か
3
.
9
7
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
範
囲
に
、
水
辺
や
丘
が
展
開
し
、
宝
蔵

巌
寺
の
ほ
か
軍
人
家
族
が
暮
ら
し
た
「
眷

村
」
跡
の
景
観
が
残
る
。
2
0
0
6
年

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
」
が
「
台
北

1
0
1
ビ
ル
」
と
と
も
に
、
宝
蔵
巌
を
台

北
で
も
っ
と
も
特
色
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
報
じ
た
こ
と
か
ら
注
目
を
集
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。

第
二
次
大
戦
時
、
日
本
軍
は
宝
蔵
巌
に

高
射
砲
部
隊
を
配
置
し
、
弾
薬
を
貯
蔵
す

る
地
下
要
塞
と
兵
舍
を
建
設
し
た
が
、
戦

後
も
中
華
民
国
政
府
に
よ
っ
て
軍
用
に
利

用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

も
と
も
と
こ
の
付
近
の
住
宅
は
数
軒
し

か
な
か
っ
た
が
、
六
十
年
代
以
降
数
十
軒

の
平
屋
が
出
現
し
、
や
が
て
軍
隊
が
移
転

す
る
と
二
百
世
帯
に
も
膨
れ
上
が
っ
た
。

し
か
し
八
十
年
代
に
入
り
、
水
源
保
護
な

ど
を
理
由
に
台
北
市
が
撤
去
を
決
定
し
た

と
こ
ろ
、
保
存
を
求
め
る
反
対
運
動
が
お

こ
り
、
2
0
0
4
年
に
な
っ
て
「
歴
史
的

建
築
」
と
し
て
現
状
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
現
在
は
基
金
会
が
運
営

を
担
い
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
創
作
ス
ペ
ー

ス
を
提
供
し
、
展
覧
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
庶
民
的
な
文
化
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て

い
る
。
宝
蔵
巌
に
は
一
般
住
民
も
暮
ら
し

て
い
る
の
で
、
展
示
を
参
観
す
る
際
な
ど

に
は
、
住
民
の
生
活
に
配
慮
し
よ
う
。

宝蔵巌
国際芸術村
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心電心創意生活市集
Add：公 館水岸広場（MRT公館

駅四号出口を出て校園
書房の角を左折し思源
街を直進。自来水園区
を過ぎて徒歩約15分）

Open：12:00-18:00
Web： www.facebook.com/

hzaph?fref=ts

The Wall

Add：羅斯福路四段200号B1
Tel：(02)2930-0162
Open：月曜-日曜15:00-23:00
Ticket： ライブ内容による。詳しくは

サイト参照。当日券あり。 
Web：thewall.tw

女巫店
Add：新生南路三段56巷 7号
 (新生南路・辛亥路交差点近く)
Tel：(02)2362-5494
Open：日曜-水曜11:00-00:00
 木曜-土曜11:00-深夜1:00
Ticket： ライブは毎木/金/土夜9:30スタ

ート。予約可。21:00より店内
でチケット販売。 

Web： www.witchhouse.org

個体戸唱片行
Add：羅斯福路三段297-5号3階
Tel：(02)2369-6386
Open：月曜-金曜12:30-21:00
 土曜・日曜13:30-22:00
 毎月1日・11日・21日・31日 
 定休(休日は営業)
Web：www.facebook.com/indimusic.me

文青お気
に入りの
ユニーク
ショップ

茉莉二手書店
Add：羅斯福路三段244巷10弄17号
Tel：(02)2369-2780
Open： 12:00-22:00（旧暦除夜から正

月四日まで休業）
Web： www.mo l l i e . com. tw /Web /

News_List.asp
カード使用不可

週末狂潮(Weekend fever)

不定期に不定点で開催。最新情
報はFBをご参照ください。
Web： www.facebook.com/

weekendfever?fref=ts
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2
0
0
0
年
、
台

北
M
R
T
新
店

線
の
開
通
と
と
も

に
、
公
館
付
近
の

商
店
街
は
ま
す

ま
す
活
況
を
呈

し
た
。
レ
ス
ト
ラ

ン
や
洋
装
店
が
林

立
す
る
表
通
り
か

ら
一
歩
足
を
踏
み

入
れ
る
と
、
路
地

裏
に
は
独
立
系
書

店
、
中
古
C
D
シ

ョ
ッ
プ
、
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
、
カ
フ

ェ
、
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
が
ひ
し

め
き
、
他
の
地
区

に
は
な
い
独
特
の

雰
囲
気
を
醸
す
よ

う
に
な
っ
た
。
今

号
は
文
青
お
気
に

入
り
の
イ
ベ
ン
ト

や
シ
ョ
ッ
プ
を
ご

紹
介
し
よ
う
。

学生街である台大周辺には、特色ある書店や独立系書店が集ま
る。一辺が一キロに満たない範囲に、誠品・金石堂・聯経とい
った大型チェーンを含む四十に近い書店がひしめき、それぞれ
の個性を競っている。ここは台湾のみならず、世界の中華文化
圏でも有数の密度を誇る書籍の宝庫なのだ。

英米の翻訳書を扱う書林書店、フェミニズム関連書の女書店、
キリスト教福音書を専門とする真理書房、同性愛をテーマとす
る関連書籍が並ぶ晶晶書庫と、それぞれのテーマと特色があ
る。茉莉二手書店は1980年代に光華商場で産声を上げたが、八
年前に公館に新しいタイプの古書店を開設した。古本屋のイメ
ージとは一線を画した明るい空間と動線で書籍を分類し、地下
には原書と絵本が並ぶ。市場に出回りにくい珍しい古書も収蔵
しており、宝探しの楽しさが味わえるだろう。

個体戸唱片行は1996年の設立。現経営者、孫さんは幼い頃から
台湾のアングラ音楽に触れてきた。高校二年で個体戸唱片行の
常連客となり、初代オーナーの手ほどきで、さまざまなタイプ
の音楽を知るようになった。二年前、初代オーナーが引退。十
数年の常連客であった孫さんは店を譲り受け、中古CDを商う
と同時に、自分の現職であるデザインの仕事も継続することと
なった。個体戸唱片行には、ポップス、ヘビーメタル、クラシ
ック、ジャズ、インディーズ、テクノ、ロック、アングラなど
六万枚のCDがある。レコードコレクションも豊富で、ある日
本のバンドグループは台湾公演の際にここを訪れ、深夜二時ま
でかけてレコードを三箱分も買っていったという。CDショッ
プ巡りを趣味とする孫氏は、絶版のレコードと台湾音楽CDが
お勧めと語り、店員との情報交換の楽しさも知って欲しいとい
う。

近年台湾でもさまざまなタイプのバザールが流行しており、す
でに数年の歴史をもつ「週末狂潮(Weekend fever)」は大学キャ
ンパスを巡って開催されている。また「心電心創意生活市集」
は毎週土曜あるいは日曜に、公館水岸広場で開かれる。ユニー
クなユーズドファッション、アンティーク生活雑貨、ハンドメ
イド雑貨、アクセサリーが販売され、DJによる音楽が流れるな
か掘り出し物を探す台湾の若者文化を観察するのも一興だ。

ライブハウス「The Wall」は、閃霊楽団のボーカルFreddy、
春天吶喊の主催者Jimi、董事長楽団の阿吉が2003年にオープン
した。彼らは台湾インディーズ音楽界を代表する人物。そのた
め、The Wallはインディーズにとって非常に重要なスペースと
なっており、練習スタジオ・CDショップ・タトゥハウス・バ
ーも併設する。約六百人を収容するThe Wallでは、ポピュラー
からロックまでバラエティに富んだパフォーマンスが繰り広げ
られ、日米独の海外著名バンドも出演した。

1996年設立の女巫店は、台湾アングラ音楽の発展に重要な地位
を占め、音楽ファンに広く支持されてきた。これまではロック
が主だったが、今ではジャズやフォークも登場し。台湾の蘇打
緑・盧広仲・陳綺貞も出演している。毎週木・金・土の夜には
ライブがあり、手作りケーキやフレンチフライなどのスナック
もサービスしている。
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Picnic
野餐珈琲

8mm
巴黎米

2
0
1
0
年
に
オ
ー
プ

ン
し
たPicnic

は
、
静
か
な

温
州
街
の
路
地
裏
に
あ
る
。

白
い
ウ
ッ
デ
ィ
ー
な
外
観

は
、
あ
た
か
も
素
朴
な
カ
ン

ト
リ
ー
サ
イ
ド
。Picnic

で

は
、
散
歩
の
つ
い
で
に
立
ち

寄
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
ほ

と
ん
ど
宣
伝
し
て
い
な
い

が
、
い
つ
の
間
に
か
人
気
店

に
。
店
内
は
一
人
で
の
ん
び

り
読
書
を
楽
し
む
人
、
パ
ソ

コ
ン
に
熱
中
す
る
人
、
仲
良

し
と
の
お
し
ゃ
べ
り
に
花
を

咲
か
せ
る
人
と
さ
ま
ざ
ま
な

時
間
が
過
ぎ
て
い
く
。
こ
こ

は
料
理
も
ド
リ
ン
ク
も
評
価

が
高
く
、
昨
今
の
一
番
人
気

は
青
リ
ン
ゴ
ク
リ
ー
ム
チ
ー

ズ
と
イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム
を
添
え

た
ス
コ
ー
ン
、
エ
ビ
と
ア
ス

パ
ラ
の
キ
ッ
シ
ュ
と
か
。

近
く
に
二
号
店Pica Pica

も

オ
ー
プ
ン
し
よ
り
多
く
の
人

がPicnic

を
楽
し
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。

オ
ー
ナ
ー
は
大
学
時
代

に
カ
フ
ェ
で
ア
ル
バ
イ
ト

し
、
自
分
の
カ
フ
ェ
を
持
ち

た
い
と
い
う
夢
を
抱
い
た
。

8
m
m
は
ラ
フ
な
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ア
ル
風
。
む
き
出
し
の

レ
ン
ガ
壁
、
洗
い
出
し
仕
上

げ
の
床
、
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー

上
の
パ
イ
プ
ス
タ
ン
ド
ラ
イ

ト
は
ど
れ
も
オ
ー
ナ
ー
の

発
想
。
店
内
の
音
楽
は
ジ
ャ

ズ
、
ロ
ッ
ク
が
主
で
、
深
夜

ま
で
営
業
し
て
い
る
。
店
内

は
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も

使
用
で
き
、
台
湾
の
ア
ー
ト

情
報
も
発
信
し
て
い
る
。
お

勧
め
は
著
名
な
黒
人
ジ
ャ
ズ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
名
を
持
つ

R
ay C

harles

。
甘
く
濃
厚
な

コ
コ
ア
に
苦
味
の
あ
る
エ
ス

プ
レ
ッ
ソ
を
合
わ
せ
、
二
つ

の
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
絶
妙

だ
。B

anana C
ake

は
キ
ャ

ラ
メ
ル
と
手
作
り
の
バ
ナ
ナ

ペ
ー
ス
ト
で
作
る
パ
ウ
ン
ド

ケ
ー
キ
で
、
し
っ
か
り
し
た

口
当
た
り
が
、
コ
ー
ヒ
ー
に

ぴ
っ
た
り
だ
。
ア
ル
コ
ー
ル

の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
も
充
実
し

て
い
る
の
で
、
友
人
と
楽
し

い
夜
を
過
ご
せ
る
だ
ろ
う
。

Picnic野餐珈琲
Add：台北市温州街75号
Tel：(02)2368-7798
Open：12:00-00:00
ミニマムチャージ：お一人ドリンク
かスナック一品
予約・カード不可。Wi-Fi無料

Pica Pica

Add：羅斯福路三段269巷74号
Tel：(02)2362-8690
Open：13:00-22:30

Add：新生南路三段60巷1号
Tel：(02)2363-3237
Open：月曜-金曜13:30-1:30 (水曜定休)
      土曜・日曜 12:00-1:30
ミニマムチャージ：ドリンク一杯
カード不可。Wi-Fi無料

14. JAN. 2014台湾観光月刊 vol.547

p8-15 台大公館.indd   14 13/12/23   下午5:19



h
ip

sters in
 T

a
ip

ei.

TWINE
繭裹子

G Love

繭
裹
子
は
台
湾
初
の

W
F
T
O
（
世
界
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
機
関
）
公
認
シ
ョ
ッ

プ
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る

オ
ー
ナ
ー
は
、
環
境
保
護

に
こ
だ
わ
る
デ
ザ
イ
ン
ス

タ
ジ
オ
を
開
い
て
い
た
。

W
F
T
O
を
通
し
て
世
界
各

国
の
女
性
団
体
を
知
る
こ
と

で
、
地
元
素
材
と
固
有
文
化

を
尊
重
す
る
よ
う
に
な
り
、

児
童
労
働
・
環
境
汚
染
・
大

量
製
造
と
は
無
縁
な
商
品

を
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
方
式

で
販
売
し
て
い
る
。
オ
ー

ナ
ー
自
ら
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

キ
ュ
ー
ト
で
実
用
的
な
商
品

は
、
発
展
途
上
国
に
委
託
生

産
さ
れ
、
販
売
で
得
た
利
益

は
女
性
団
体
に
還
元
し
て
い

る
。
現
在
で
は
ケ
ニ
ア
・
ネ

パ
ー
ル
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

な
ど
十
六
か
国
四
十
余
り
の

女
性
団
体
と
提
携
し
て
お

り
、
各
国
の
手
作
り
商
品
が

温
か
な
店
内
に
溶
け
込
ん
で

い
る
。
一
番
人
気
は
腕
置
き

付
き
マ
ウ
ス
パ
ッ
ド
。
可
愛

い
台
湾
黒
熊
の
形
で
、
亜
麻

仁
と
ラ
ベ
ン
ダ
ー
が
ス
タ
ッ

フ
さ
れ
、
温
め
て
使
用
す
る

こ
と
も
で
き
る
。

G 

L
o
v
e
は
2
0
1
2

年
夏
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か

り
だ
が
、
同
グ
ル
ー
プ
傘
下

の
G
a
l
o
o
p
は
十
年

の
歴
史
が
あ
る
。
「
国
産

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
が
テ
ー
マ

で
、
商
品
の
デ
ザ
イ
ン
も
生

産
も
メ
イ
ド
イ
ン
タ
イ
ワ

ン
。
G 

L
o
v
e
は
18
—
30
歳

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
手
軽
な

価
格
で
、
コ
ッ
ト
ン
素
材
、

シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
の
洋

服
と
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
提
供

す
る
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
デ
ザ

イ
ン
の
生
活
用
品
も
開
発
し

て
い
る
が
、
中
で
も
ユ
ニ
ー

ク
な
の
は
ペ
ー
パ
ー
グ
ッ

ズ
。
愉
快
で
キ
ュ
ー
ト
な
デ

ザ
イ
ン
が
若
者
に
人
気
と

な
っ
て
い
る
。

Add：温州街74巷2弄10号 
Tel：(02)2368-8773
Open：13:00-22:00 (水曜定休)
Web：www.twine.com.tw
カード可

Add：羅斯福路三段283巷14弄14-1号
Tel：(02)2366-1747
Open：11:00-22:30
Web：www.g-love.com.tw
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「
台
湾
の
中
心
」
と
呼
ば
れ
る
台
湾
中
部
南
投
県
埔

里
鎮
は
、
清
水
で
そ
の
名
を
知
ら
れ
、
美
酒
・
美
人
腿

（
マ
コ
モ
ダ
ケ
）
を
産
す
る
が
、
さ
ら
に
台
湾
製
紙
工

芸
の
里
で
も
あ
る
。
1
9
3
0
年
代
、
紙
漉
き
の
技
術

が
導
入
さ
れ
、
全
盛
期
に
は
二
十
数
軒
の
工
房
が
あ
っ

た
と
い
う
。
高
い
品
質
の
和
紙
は
、
棉
宣
紙
・
京
和
紙

な
ど
と
呼
ば
れ
、
そ
の
発
祥
地
・
恒
吉
村
は
「
恒
吉
宣

紙
村
」
と
称
さ
れ
た
。

今
で
も
恒
吉
村
に
は
五
軒
の
製
紙
工
場
が
あ
り
、
伝

統
の
製
法
に
則
り
、
棉
宣
紙
を
作
っ
て
い
る
。
「
紙
匠

手
工
紙
工
房
」
の
創
業
者
、
林
政
立
氏
は
三
代
目
の
漉

き
職
人
。
ア
メ
リ
カ
や
日
本
で
の
滞
在
を
経
て
故
郷
に

戻
り
、
「
伝
承
」
と
い
う
言
葉
を
大
切
に
、
製
紙
芸
術

を
海
外
に
も
広
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

林
氏
は
「
手
漉
き
紙
は
工
程
で
の
水
使
用
量
が
少
な

く
、
低
汚
染
だ
。
そ
の
う
え
比
較
的
長
い
樹
皮
繊
維
を

残
せ
る
た
め
、
長
く
保
存
で
き
、
し
か
も
破
損
し
に
く

い
」
と
い
う
。
古
来
、
紙
は
貴
重
品
と
さ
れ
、
主
に
帳

簿
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
火
災
の
際
に
は
、
帳
簿
を
井

戸
に
投
げ
込
み
、
火
勢
が
お
さ
ま
っ
た
後
引
き
上
げ
て

い
た
た
め
、
破
れ
に
く
く
て
墨
跡
が
残
る
、
力
強
い
手

漉
き
紙
が
重
宝
さ
れ
た
。
林
政
立
は
和
紙
の
技
術
を
伝

承
す
る
こ
と
で
、
環
境
保
護
の
概
念
を
伝
え
よ
う
と
、

棉
宣
紙
の
主
原
料
で
あ
る
カ
ジ
ノ
キ
・
稲
わ
ら
・
サ
ト

ウ
キ
ビ
・
麻
縄
・
竹
の
内
・
カ
ジ
ノ
キ
の
植
樹
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
、
帽
子
・
エ
プ
ロ
ン
と
い
っ
た
生
活
用

品
に
も
紙
の
利
用
を
広
げ
て
い
る
。

見
学
者
に
「
紙
の
力
」
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
工

房
で
は
「
紙
漉
き
小
屋
体
験
」
を
提
供
し
て
い
る
。
製

南 投 県 埔 里

紙匠手工紙工房
紙漉きの故郷で職人体験

材料の収穫

文
、
写
真
／
許
紹
軒
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紙匠手工紙工房
Add:南投県埔里鎮大城路226巷1号 
Tel:(049)291-2067
Open:09:00-17:00
DIY体験費用： 紙漉き小屋職人体験、300

元/120分/一人、要予約。
 https://www.facebook.com/
handmadepapervillage

紙
業
が
勃
興
し
た
頃
、
ブ
タ
小
屋
を
改
造
し
て
製

紙
設
備
を
導
入
し
た
家
々
が
多
か
っ
た
。
そ
の
頃

ど
こ
の
家
も
「
紙
漉
き
小
屋
」
を
備
え
て
お
り
、

埔
里
の
お
年
寄
り
に
と
っ
て
は
懐
か
し
い
思
い
出

だ
と
い
う
。
二
時
間
余
り
の
体
験
コ
ー
ス
で
、
中

国
や
日
本
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
製
紙
の
特
徴
を

知
り
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
実
際
に
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
カ
ジ
ノ
キ
か
ら
枝
を
切
り
取
り
、
手

で
樹
皮
を
剥
ぎ
、
煮
て
皮
を
叩
き
、
紙
を
漉
き
、

圧
搾
し
て
乾
燥
す
る
。
こ
う
し
て
貴
重
な
手
漉
き

紙
は
完
成
さ
れ
る
。

「
紙
匠
手
工
紙
工
房
」
で
は
、
ブ
タ
小
屋
を

改
造
し
た
製
紙
小
屋
を
模
し
た
空
間
に
紙
漉
き
木

槽
、
す
だ
れ
、
木
枠
を
配
置
し
た
。
木
槌
で
樹
皮

を
ほ
ぐ
し
て
、
埔
里
の
清
ら
か
な
水
に
さ
ら
し
、

竹
竿
で
混
ぜ
、
最
後
に
す
だ
れ
を
ゆ
っ
く
り
揺

す
っ
て
紙
に
す
る
。
繊
維
の
並
び
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
た

め
、
一
枚
と
し
て
同
じ
表
情
の
も
の
は
な
い
。
こ
こ
で

は
、
時
間
が
八
十
年
前
の
農
村
に
戻
っ
た
か
の
よ
う

だ
。旅

の
途
中
で
拾
っ
た
草
花
を
紙
に
は
め
込
み
、
一

筆
し
た
た
め
れ
ば
、
絵
ハ
ガ
キ
の
完
成
だ
。
色
づ
け
し

て
、
カ
ラ
フ
ル
な
色
彩
を
持
つ
手
漉
き
紙
と
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
ま
た
は
、
用
意
さ
れ
て
い
る
木
版
字
を

用
い
、
伝
統
的
な
印
刷
工
法
に
挑
戦
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

春
聯
（
正
月
飾
り
）
を
作
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
緑
豊

か
な
木
々
が
、
し
っ
か
り
し
た
厚
み
の
あ
る
紙
に
変
わ

る
。
製
紙
を
学
ぶ
こ
と
は
紙
を
慈
し
み
、
先
人
の
教
え

に
触
れ
る
こ
と
で
も
あ
る
。

N

埔里鎮
信義路

中山路三段

紙匠手工紙工房

中
正
路大

城
路

西
安
路
一
段

西安路一段

オリジナル葉書を作ってみよう！

紙漉き小屋

観光工場
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南 投 県 竹 山

遊山茶訪文化館遊山茶訪文化館
台湾茶道の世界をのぞく台湾茶道の世界をのぞく

お
茶
は
世
代
を
越
え
て
伝
え
ら
れ
、
社
会
の

各
層
に
浸
透
し
、
煩
瑣
な
日
々
に
一
時
の
安
ら

ぎ
を
提
供
し
て
き
た
中
国
伝
統
の
嗜
好
品
で
あ

る
。
「
遊
山
茶
訪
文
化
館
」
は
「
台
湾
烏
龍
茶

の
故
里
」
と
も
呼
ば
れ
る
南
投
県
竹
山
鎮
に
あ

る
。
清
ら
か
な
自
然
の
水
が
竹
山
な
ら
で
は
の

「
茶
園
・
竹
林
・
芋
畑
」
を
育
ん
だ
。

「
遊
山
茶
訪
」
は
茶
農
三
代
目
夫
妻
、
陳
重

嘉
と
葉
淑
盆
が
創
業
し
た
。
一
家
は
1
9
6
1

年
に
南
投
鹿
谷
郷
鳳
凰
山
で
茶
の
栽
培
を
始
め

た
と
い
う
。
そ
の
豊
か
な
経
験
と
専
門
知
識
の

上
に
、
自
然
生
態
農
法
を
取
り
入
れ
て
有
機
肥

料
を
用
い
、
土
壌
の
浸
透
力
と
飽
水
力
を
保
ち

な
が
ら
、
も
っ
と
も
自
然
に
近
い
状
態
で
茶
葉

を
育
て
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
陳
重
嘉
氏
は

「
台
湾
茶
は
有
名
だ
が
、
台
湾
茶
道
の
奥
深

さ
を
知
る
人
は
少
な
い
」
こ
と
に
気
づ
き
、

2
0
0
8
年
台
湾
初
の
茶
道
文
化
館
「
遊
山
茶

訪
文
化
館
」
を
開
設
し
た
と
い
う
。

陳
氏
は
「
茶
葉
は
焙
煎
の
程
度
と
抽
出
時

間
で
味
わ
い
が
違
っ
て
く
る
が
、
茶
を
味
わ
う

人
の
環
境
、
心
境
で
も
微
妙
に
変
化
す
る
」
と

考
え
る
。
「
遊
山
茶
訪
」
は
台
湾
の
初
代
茶
芸

宗
師
林
易
山
師
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
こ
れ
に

「
茶
湯
、
茶
花
、
茶
掛
、
香
賞
」
の
生
活
芸
術

を
融
合
さ
せ
、
儒
教
思
想
、
易
経
、
五
行
を
加

え
、
「
十
二
項
茶
礼
」
を
完
成
さ
せ
た
。
少
人

数
で
の
見
学
と
品
茶
で
、
台
湾
茶
道
の
精
緻
な

一
面
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

「
遊
山
茶
訪
」
は
、
台
湾
の
高
山
烏
龍
茶

を
主
と
し
た
新
し
い
台
湾
茶
ブ
ラ
ン
ド
で
も

あ
る
。
年
間
を
通
じ
て
霧
に
包
ま
れ
る

台
湾
高
山
に
あ
る
茶
園
で
は
、
十
分
に

水
分
を
蓄
え
た
茶
葉
は
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
類
の
含
量
が
低
く
、
ア
ミ
ノ
酸
、
糖

類
、
ペ
ク
チ
ン
の
含
量
が
高
い
。
そ

の
た
め
、
茶
が
ま
ろ
や
か
で
甘
み
が
あ

り
、
さ
わ
や
か
な
香
り
が
特
徴
。
「
遊

山
茶
訪
」
の
茶
を
味
わ
え
ば
、
心
は
あ

た
か
も
台
湾
の
高
山
に
漂
う
よ
う
で
、

「
茶
山
に
遊
び
名
茶
を
訪
ね
る
」
境
地

が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
が
「
遊
山
茶

訪
」
の
名
の
由
来
だ
。

館
内
に
入
る
と
最
初
に
目
に
す
る

の
は
、
庭
園
に
あ
る
百
個
の
茶
壷
（
急

須
）
で
装
飾
さ
れ
た
水
壁
。
「
壷
」
の

中
国
語
発
音
は
「
福
」
と
似
通
っ
て
い

る
た
め
、
百
の
壷
か
ら
流
れ
出
て
く
る

泉
は
福
の
訪
れ
を
象
徴
す
る
。
解
説
員

に
従
い
進
め
ば
、
竹
カ
ゴ
、
笠
な
ど
か

つ
て
の
台
湾
で
茶
摘
み
時
に
使
わ
れ
て

い
た
道
具
、
摘
ん
だ
茶
葉
を
陽
に
あ
て

る
際
に
用
い
た
「
笳
笠
」
が
並
ぶ
。
廊

下
の
突
き
当
た
り
に
は
、
か
つ
て
用
い

ら
れ
て
い
た
製
茶
用
の
木
製
揉
捻
機
も

あ
り
、
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
か
な
り

の
重
労
働
。
こ
こ
で
は
茶
農
家
の
苦
労

に
だ
れ
も
が
深
い
敬
意
を
感
じ
る
だ
ろ

う
。こ

こ
で
は
数
種
の
コ
ー
ス
が
体
験

で
き
る
。
一
番
人
気
は
茶
葉
ポ
プ
リ
作

り
。
か
つ
て
茶
農
家
の
女
性
は
空
い
た

の
は
、
庭
園
に
あ
る
百
個
の
茶
壷

中
国
語
発
音
は
「
福
」
と
似
通
っ
て
い

館
内
に
入
る
と
最
初
に
目
に
す
る

の
は
、
庭
園
に
あ
る
百
個
の
茶
壷

中
国
語
発
音
は
「
福
」
と
似
通
っ
て
い

で
装
飾
さ
れ
た
水
壁
。
「
壷
」
の

館
内
に
入
る
と
最
初
に
目
に
す
る

中
国
語
発
音
は
「
福
」
と
似
通
っ
て
い

る
た
め
、
百
の
壷
か
ら
流
れ
出
て
く
る

る
た
め
、
百
の
壷
か
ら
流
れ
出
て
く
る

り
。
か
つ
て
茶
農
家
の
女
性
は
空
い
た

り
。
か
つ
て
茶
農
家
の
女
性
は
空
い
た

り
。
か
つ
て
茶
農
家
の
女
性
は
空
い
た

る
た
め
、
百
の
壷
か
ら
流
れ
出
て
く
る

で
き
る
。
一
番
人
気
は
茶
葉
ポ
プ
リ
作

で
き
る
。
一
番
人
気
は
茶
葉
ポ
プ
リ
作

こ
こ
で
は
数
種
の
コ
ー
ス
が
体
験

中
国
語
発
音
は
「
福
」
と
似
通
っ
て
い

で
装
飾
さ
れ
た
水
壁
。
「
壷
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の

で
装
飾
さ
れ
た
水
壁
。
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壷
」
の

こ
こ
で
は
数
種
の
コ
ー
ス
が
体
験

訪
」
の
名
の
由
来
だ
。
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葉
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葉
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体
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流
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葉
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数
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コ
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ス
が
体
験

こ
こ
で
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。
こ
こ
で
は
茶
農
家
の
苦
労

に
従
い
進
め
ば
、
竹
カ
ゴ
、
笠
な
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の
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入
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と
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台
湾
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だ
茶
葉
を
陽
に
あ
て

下
の
突
き
当
た
り
に
は
、
か
つ
て
用
い

あ
り
、
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
か
な
り

こ
こ
で
は
数
種
の
コ
ー
ス
が
体
験

で
き
る
。
一
番
人
気
は
茶
葉
ポ
プ
リ
作

る
た
め
、
百
の
壷
か
ら
流
れ
出
て
く
る

中
国
語
発
音
は
「
福
」
と
似
通
っ
て
い

が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
が
「
遊
山
茶

訪
」
の
名
の
由
来
だ
。

訪
」
の
名
の
由
来
だ
。

館
内
に
入
る
と
最
初
に
目
に
す
る

の
は
、
庭
園
に
あ
る
百
個
の
茶
壷

中
国
語
発
音
は
「
福
」
と
似
通
っ
て
い

る
た
め
、
百
の
壷
か
ら
流
れ
出
て
く
る

の
は
、
庭
園
に
あ
る
百
個
の
茶
壷

で
装
飾
さ
れ
た
水
壁
。
「
壷
」
の

中
国
語
発
音
は
「
福
」
と
似
通
っ
て
い

中
国
語
発
音
は
「
福
」
と
似
通
っ
て
い

る
た
め
、
百
の
壷
か
ら
流
れ
出
て
く
る

に
従
い
進
め
ば
、
竹
カ
ゴ
、
笠
な
ど
か

つ
て
の
台
湾
で
茶
摘
み
時
に
使
わ
れ
て

館
内
に
入
る
と
最
初
に
目
に
す
る

の
は
、
庭
園
に
あ
る
百
個
の
茶
壷

館
内
に
入
る
と
最
初
に
目
に
す
る

で
装
飾
さ
れ
た
水
壁
。
「
壷
」
の

中
国
語
発
音
は
「
福
」
と
似
通
っ
て
い

で
装
飾
さ
れ
た
水
壁
。
「
壷
」
の

文
、
写
真
／
許
紹
軒
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新中横公路は阿里山、玉山、日月潭をつなぐ台湾で
最も美しい道路。中でも南投県信義鄉の東埔温泉は
台湾の最高峰-玉山に近く、阿里山、日月潭へ向かう
際の休憩スポットで、登山客にとっては八通関を通
り玉山へ向かう際の中継点として名高い。東埔には豊
かな自然景観と先住民ブヌン族の文化があり、梅や桜
が咲き誇るこの時期に訪れれば、特別な冬のひと時を
過ごせるでしょう。
 
台湾好行シャトルバスでは日月潭、東埔、阿里山間の

3日パスを発売しています。日月潭から東埔．帝綸温泉渡假大飯店へ、さらに阿里山森林
遊楽区へ。この冬、玉山の美を感じに来ませんか？梅と桜に囲まれて、先住民の里の素朴
なやさしさと湯のぬくもりを感じてください。

帝綸溫泉渡假大飯店
HOTEL  TI  LUN  TONPO SPA

梅や桜のお花見と温泉
東埔帝綸．玉山にいちばん近い山中の秘湯

南投県信義鄉東埔温泉86号
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ファックス予約:886-49-2701360
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時
間
に
集
ま
っ
て
、
お
し
ゃ
べ
り
に
花
を
咲
か
せ

な
が
ら
、
茶
葉
の
中
か
ら
長
め
の
茶
の
茎
を
探
し

出
し
匂
い
袋
を
作
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
コ
ッ
ト
ン

製
の
小
さ
な
袋
に
詰
め
叩
い
て
丸
く
す
れ
ば
可
愛

い
ポ
プ
リ
に
仕
上
が
る
。

台
湾
茶
は
品
種
、
栽
培
地
の
標
高
な
ど
の
違

い
に
よ
っ
て
、
味
わ
い
は
千
変
万
化
だ
が
、
中
で

も
味
の
決
め
手
は
焙
煎
技
術
。
館
内
に
は
、
特
別

に
設
計
し
た
小
型
の
焙
煎
籠
が
設
え
ら
れ
て
お

り
、
自
ら
茶
葉
を
入
れ
て
焙
煎
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
解
説
員
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
火
加
減
、

時
間
、
動
か
す
回
数
を
調
整
し
、
自
分
だ
け
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
茶
を
焙
煎
す
る
。
品
茶
師
の
気
分
を
味

わ
い
た
け
れ
ば
、
「
品
鑑
達
人
体
験
」
に
申
し
込

も
う
。
国
際
標
準
の
品
茶
過
程
と
品
評
方
法
を
学

び
、
茶
種
毎
に
適
し
た
茶
道
具
、
茶
葉
の
量
、
抽

出
時
間
を
学
び
、
五
種
の
貴
重
な
台
湾
茶
を
実
際

に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

遊山茶訪文化館
Add:南投県竹山鎮工業区延平路19号 
Tel:(049) 264-3919
Open： 09:00-18:00、冬/夏休み中・国

定休日も営業。現在入園無料
だが2014年5月より入園費200
元/一人。

DIY体験費用： 体験項目により異な
る。250元より/一人。
要予約。

http://www.yoshantea.com/

N

延平路 東郷路

集山
路三
段

延正路

江
西
路

保
甲
路

遊山茶訪文化館

観光工場
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かな自然景観と先住民ブヌン族の文化があり、梅や桜
が咲き誇るこの時期に訪れれば、特別な冬のひと時を
過ごせるでしょう。
 
台湾好行シャトルバスでは日月潭、東埔、阿里山間の

3日パスを発売しています。日月潭から東埔．帝綸温泉渡假大飯店へ、さらに阿里山森林
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内
湖
は
台
北
市
の
東
北
部
に
位
置

し
、
区
内
に
は
大
湖
・
碧
湖
と
い

う
湖
水
を
擁
す
る
優
美
な
公
園
が

あ
る
。
当
区
に
は
サ
イ
エ
ン
ス
パ

ー
ク
が
成
立
し
て
以
降
、
内
外
か

ら
多
く
の
ハ
イ
テ
ク
企
業
や
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
の
本
部
が
進
出
し
て
き

た
こ
と
か
ら
、
特
色
の
あ
る
レ
ス

ト
ラ
ン
や
シ
ョ
ッ
プ
が
登
場
す
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ

の
中
で
も
人
気
の
高
い
テ
ィ
ハ
ウ

ス
を
取
り
上
げ
た
い
。

台湾茶館文化

中国茶の歴史をひもとくと数千

年前に遡るという。唐代には塩

味を加えて鍋で茶葉を煮る「煮

茶」という手法が流行した。宋

代にはお碗で茶粉を泡立てると

いう抹茶の風習が広がり、明代

に茶葉を壷などに浸す現代流の

方法が普及するようになり、今

日まで綿々と受け継がれてきた

といえる。さらに現代台湾にお

いてお茶の習慣は泡沫紅茶（バ

ブルティ）・珍珠奶茶（パー

ルミルクティ）といった新しい

変貌を見せ、日々の暮らしによ

り密接不可分のものとなってい

る。2014年、本誌では各地域

ごとに特色ある「ティハウス」

「茶芸館」を紹介していきたい

と思う。中国風・現代風あるい

は欧風・和風にと多様化した台

湾ならではの「茶館文化」ご期

待ください。

文／朱佳雯、劉宛昀　写真／岸本幸子、宋育玫 20.JAN. 2014台湾観光月刊 vol.547

個性派ティハウス
 in 

内湖
お
茶のこころに触れよう
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配
置
さ
れ
、
畳
敷
き
の
和
室
は
藁
を
塗
り

込
め
た
土
壁
に
か
こ
ま
れ
た
茶
室
の
佇
ま

い
で
あ
る
。

や
が
て
陶
芸
家
・
谷
源
滔
が
創
作
し
た

素
朴
な
陶
器
に
料
理
が
盛
ら
れ
運
ば
れ

て
く
る
。
地
元
の
農
家
が
自
然
農
法
で
栽

培
し
た
旬
の
食
材
が
う
れ
し
い
。
茶
葉
は

十
数
種
が
そ
ろ
い
、
自
然
農
法
の
台
湾
産

の
ほ
か
日
本
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
も
あ

る
。
「
霞
光
」
と
名
付
け
ら
れ
た
「
阿
里

山
著
涎
蜜
茶
」
は
芳
醇
な
味
わ
い
で
、
特

製
抹
茶
ケ
ー
キ
と
の
相
性
が
ぴ
っ
た
り
。

店
内
に
は
曹
智
偉
氏
が
日
本
や
フ
ラ
ン
ス

で
多
年
に
わ
た
っ
て
蒐
集
し
て
き
た
骨
董

が
展
示
販
売
さ
れ
て
い
る
。
週
末
に
な
る

と
前
庭
で
有
機
野
菜
市
が
開
催
さ
れ
る
。

「
珍
珠
」
に
は
す
み
ず
み
に
生
活
の
美
学

が
貫
か
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

 台北市内湖路二段 103巷 38
号（MRT文湖線文德駅 1号出口
碧湖畔） (02)2797-3972

 火曜 -日曜 11:00-22:00 月曜
休みお食事 12:00-13:30 18:00-
21:00ティータイム 13:30-18:00

12歳以下はご遠慮ください
有機野菜市：土曜・日曜 10:00-19:00
www.zen-zoo.com/zenzootaipei

予約
可

カード
可

サービス料
10％

ミニマムチャージ
お食事一人前 orティ
タイムは NT$200

内湖路
二段

文徳路

1番
出口

2番
出口

麗山街

麗山街3
7巷

碧湖

MRT
文德駅

珍珠茶屋 

内
湖
路
二
段

1
0
3
巷

創
業
者
の
曹
智
偉
氏
は
若
い
時
代
に
パ

リ
に
「
珍
珠
茶
館
」
（Zenzoo

）
と
い
う

店
を
開
き
、
自
ら
開
発
し
た
珍
珠
奶
茶

＝

パ
ー
ル
ミ
ル
ク
テ
ィ
や
台
湾
料
理
を
フ
ラ

ン
ス
人
に
サ
ー
ビ
ス
し
て
い
た
。
十
数
年

の
経
験
を
積
ん
で
、
故
郷
に
帰
り
、
旧
友

の
南
美
瑜
氏
・
盧
宇
文
氏
と
力
を
あ
わ
せ
、

東
洋
あ
る
い
は
京
都
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

「
珍
珠
茶
屋
」
を
開
店
し
、
食
事
と
骨
董

を
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
店
は
湖
碧

湖
畔
に
位
置
し
、
ゆ
っ
く
り
公
園
を
散
策

し
た
あ
と
の
客
が
敷
石
の
前
庭
か
ら
木
造

り
の
廊
下
を
経
て
茶
屋
に
入
っ
て
く
る
。

そ
の
過
程
が
、
禅
の
心
に
も
通
ず
る
効
果

を
も
た
ら
す
。
内
部
は
大
正
期
を
お
も
わ

せ
る
和
洋
折
衷
の
趣
を
醸
し
、
和
風
と
欧

風
の
座
席
が
あ
る
。
欧
風
の
エ
リ
ア
は
、

ク
リ
ー
ム
色
の
壁
に
典
雅
な
骨
董
家
具
が

JAN. 2014台湾観光月刊 vol.54721.

特別企画

珍珠茶屋

和
洋
折
衷
な
雰
囲
気
で　

 
 
 
 

台
湾
の
お
茶
を
楽
し
む
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内
湖
科
学
園
内
の
ビ
ル
の
中
。
天
井
が

高
く
、
さ
ん
さ
ん
と
陽
光
が
さ
す
現
代
感

覚
に
富
ん
だ
設
計
で
あ
る
。「
山
山
來
茶
」

は
従
来
の
茶
芸
館
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新

し
、
中
国
式
茶
道
を
欧
風
情
緒
で
ラ
ッ
ピ

ン
グ
し
評
判
を
集
め
た
。
古
今
、
東
西
が

融
合
す
る
独
特
の
イ
ン
テ
リ
ア
の
中
で
天

然
の
良
茶
に
親
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

蔡
明
穎
総
経
理
は
友
人
た
ち
に
勧
め
ら

れ
る
茶
に
親
し
む
う
ち
に
、
肥
料
も
農

薬
も
使
わ
な
い
「
自
然
農
法
」
の
茶
葉
に

注
目
し
た
。
大
自
然
の
雨
水
、
露
水
に
よ

る
灌
漑
こ
そ
が
、
格
別
の
風
味
を
生
み
出

す
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
2
0
1
1
年
、
自
然
農
法
に
よ
り
栽

培
し
た
茶
葉
の
専
門
店
と
し
て
「
山
山

來
茶
」
を
立
ち
上
げ
た
。
看
板
商
品
は

「
山
山
烏
龍
」
と
「
山
山
緑
茶
」
。
海
拔

1
4
0
0
メ
ー
ト
ル
の
自
家
茶
園
で
収
穫

さ
れ
る
茶
葉
は
決
し
て
多
く
な
い
が
、
原

始
の
風
味
を
保
っ
て
い
る
。
湯
を
注
ぐ
と

清
ら
か
な
香
り
が
立
ち
上
り
、
口
当
た
り

は
甘
く
ま
ろ
や
か
。
「
山
山
來
茶
」
特
製

の
「
氷
出
し
茶
」
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
茶

器
を
使
い
、
氷
か
ら
落
ち
る
水
滴
に
よ
り

三
時
間
以
上
か
け
て
淹
れ
る
逸
品
。

同
様
に
自
然
農
法
で
栽
培
さ
れ
た
南
投

魚
池
郷
産
の
「
日
月
潭
紅
玉
」
も
氷
で

出
さ
れ
る
。
熱
水
を
経
な
い
の
で
渋
み
が

な
く
、
紅
茶
本
来
の
香
り
が
引
き
出
せ
る

と
い
う
。
茶
色
は
や
や
淡
く
、
茶
そ
の
も

の
の
甘
み
が
あ
る
の
で
、
甘
味
は
加
え
な

い
。
ま
た
吟
味
さ
れ
た
軽
食
や
茶
菓
子
が

用
意
さ
れ
て
い
る
の
も
お
楽
し
み
。
茶
葉

を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
「
東
方
美
人
茶
鬆

餅
」
は
、
東
方
美
人
茶
の
ペ
ー
ス
ト
に
フ

ル
ー
ツ
を
あ
わ
せ
、
茶
葉
を
散
ら
し
た
涼

や
か
な
菓
子
で
、
茶
の
香
り
が
漂
う
。
天

然
風
味
の
茶
と
い
た
だ
け
ば
、
当
店
な
ら

で
は
の
ひ
と
と
き
が
過
ご
せ
よ
う
。

22.JAN. 2014台湾観光月刊 vol.547

 台北市内湖区瑞光路 603号
 （02）2627-9533   平日
11:00-22:00 週末 10:00-22:00
（年中無休 /ラストオーダー
21:00）
www.shanshancha.com

予約
可

カード
可

サービス料
10％

ミニマムチャージ
NT$120

瑞光路

洲子街

内湖路一段

基湖路3巷

MRT
西湖駅

山山來茶 
瑞
光
路    

巷

基
湖
路

2番出口

583

山山來茶

自
然
栽
培
の
高
級
茶
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特別企画

2
0
1
3
年
、
日
本
の
代
官
山
に
初
め

て
の
支
店
を
出
し
た
「
春
水
堂
」
は
す
で

に
三
十
年
の
歴
史
を
誇
る
老
舗
の
茶
芸
館

で
あ
る
。
業
界
に
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た

泡
沫
紅
茶
（
バ
ブ
ル
テ
ィ
）
と
珍
珠
奶
茶

（
パ
ー
ル
ミ
ル
ク
テ
ィ
）
を
創
始
し
た
名

店
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

「
春
水
堂
」
の
創
業
者
劉
漢
介
は
中
国

伝
統
の
茶
文
化
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
そ

の
こ
だ
わ
り
は
「
春
水
堂
」
の
コ
ン
セ
プ

ト
や
風
格
に
よ
く
体
現
さ
れ
て
い
る
。
ガ

ラ
ス
張
り
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
と
並
ぶ
春
水

堂
西
湖
店
の
大
門
は
中
国
風
の
ゲ
ー
ト
に

な
っ
て
お
り
、
店
内
は
宋
代
の
美
意
識
に

満
ち
て
い
る
。
原
木
を
基
調
と
し
、
シ
ン

プ
ル
な
壁
面
、
中
央
の
階
段
、
小
橋
の
か

か
っ
た
池
が
古
典
的
雰
囲
気
を
醸
す
。
壁

の
写
真
は
創
業
者
の
手
に
よ
る
も
の
で
、

顧
客
の
目
を
慰
め
て
く
れ
よ
う
。

「
春
水
堂
」
は
上
等
の
ア
ッ
サ
ム
茶
を

珍
珠
奶
茶

＝

パ
ー
ル
ミ
ル
ク
テ
ィ
の
ベ
ー

ス
に
し
て
い
る
。
茶
と
ミ
ル
ク
の
香
り
が

交
錯
し
、
タ
ピ
オ
カ
の
歯
触
り
が
独
特
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
球

形
の
タ
ピ
オ
カ
は
制
作
か
ら
三
時
間
し
か

も
た
な
い
た
め
、
時
間
が
過
ぎ
る
と
即
座

に
廃
棄
さ
れ
る
。
「
春
水
堂
」
で
は
茶
類

の
ほ
か
、
「
功
夫
麺
」
も
人
気
メ
ニ
ュ
ー

の
一
つ
。
こ
し
の
あ
る
白
地
の
麺
に
春
水

堂
特
製
の
シ
イ
タ
ケ
入
り
そ
ぼ
ろ
が
ぴ
っ

た
り
あ
っ
て
台
湾
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は

懐
か
し
い
味
。
茶
菓
子
で
は
、
「
清
蒸
蘿

蔔
糕
」
が
お
薦
め
。
油
を
少
な
め
に
し
た

「
蘿
蔔
糕
（
大
根
餅
）
」
に
豆
腐
乳
を
か

け
て
い
た
だ
く
。
ま
た
西
湖
店
は
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
が
多
い
た
め
、
座
席
に
コ
ン
セ
ン

ト
が
し
つ
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
も
う
れ
し

い
。
ま
た
季
節
に
応
じ
、
春
茶
・
冬
茶
・

ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
も
お
土
産
と
し
て
定
評
が

あ
る
。

春水堂

 台北市内湖区瑞光路 585
号 1階  （02）8751-4945   
10:30- 22:00 (年中無休、除夜
は早めに店じまい )
chunshuitang.com.tw

予約
平日 14:00以
降のみ受付

カード
不可

サービス料
無

ミニマムチャージ
一杯の飲料 or
菓子一点

春水堂 
瑞光路

洲子街

内湖路一段

基湖路3巷

MRT
西湖駅

瑞
光
路    

巷

基
湖
路

2番出口

583

パ
ー
ル
ミ
ル
ク
テ
ィ
の
創
始
店
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一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
は
数
分
で
味
わ
え

る
が
、
特
別
な
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
を
淹

れ
る
に
は
長
期
間
の
研
鑽
が
必
要
だ
。

優
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
用
具
と
な
る
と
、
さ

ら
に
長
い
年
月
を
要
す
る
。
許
建
国
、

邱
怡
霖
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
「
露 

・La 

R
osée

」
コ
ー
ヒ
ー
ポ
ッ
ト
セ
ッ
ト
は

約
半
年
を
か
け
て
開
発
さ
れ
た
。
業
界

関
係
者
か
ら
意
見
を
集
め
、
2
0
1
3

年
初
め
、
工
芸
の
美
と
実
用
の
機
能
を

兼
ね
備
え
た
生
活
用
品
が
誕
生
し
た
。

「L
a R

osée

」
は
フ
ラ
ン
ス
語
で

「
露
」
の
意
味
。
「
ポ
ッ
ト
の
美
し
い

形
か
ら
取
っ
た
名
で
あ
り
、
私
達
が
心

血
を
注
い
だ
日
々
の
象
徴
で
も
あ
る
」

と
邱
怡
霖
は
い
う
。
当
初
彼
ら
は
広
く

普
及
し
て
い
る
形
状
を
用
い
て
ポ
ッ
ト

を
試
作
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
好
き
に

な
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
職
人
を

探
し
、
そ
の
協
力
を
得
て
、
露
の
形
を

し
た
、
こ
の
コ
ー
ヒ
ー
ポ
ッ
ト
を
少
量

生
産
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
許
建
国
は

「
ポ
ッ
ト
は
吹
き
ガ
ラ
ス
な
の
で
、
ど

れ
も
世
界
に
一
つ
だ
け
。
木
製
の
持
ち

手
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
削
り
、
磨
く
の

で
、
と
て
も
神
経
を
使
う
」
と
い
う
。

赤
銅
の
輪
は
鍛
造
手
法
を
採
用
。
製

造
前
に
先
ず
サ
イ
ズ
を
測
る
が
、
鍛
造

WM木合金設計
Add:台北市北投区大度路三段296巷
33弄7号1階
Tel: (02)2898-1580
Web: www.wm-loftlife.com

文／鄭靖瑜　写真／宋育玫

WM木合金設計
許建国、邱怡霖の二人組デザインチーム。二人はともに彫刻と版画を学
び、高い技術を持つ。これまでグラフィックデザイン、教育、映画美術の
仕事に携わってきたが、物品を改造したり、多様な素材の可能性を試した
りという手作りに対する学生時代の情熱が忘れられず、2011年5月「WM木
合金設計」スタジオを立ち上げた。工芸技巧とデザイン、多様な材質の組
合せを通して、手触り感と温もりが感じられる家具やインテリアを開発し
ている。「WM木合金設計」のLogoは、漢字の「木」の象形文字のようだ
が、実はWとMの組合せ。Wは木(Wood)、Mは金属（Metal）で、異素材結
合の創作理念を示している。

許建国、邱怡霖は商業主義のトレンドに流されず、製品開発には腰を据
えて取り組み、完璧にこだわる。彼らは今さまざまな試みに取り組んでい
る。現在では家具/インテリアのシリーズで高い評価を得ているが、今後も
独特かつ実用的で、より多様な生活用品を創作し、工芸を日常生活に溶け
込ませることを目指すとしている。

に
よ
り
赤
銅
は
延
び
る
た
め
、
絶
え
ず

微
調
整
し
カ
ッ
ト
を
繰
り
返
し
、
ポ
ッ

ト
に
沿
っ
た
曲
線
に
作
り
上
げ
て
い

く
。
木
製
計
量
ス
プ
ー
ン
は
原
木
か
ら

削
り
出
し
、
美
し
い
木
目
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。
形
は
業
界
人
の
意
見
を

取
り
入
れ
深
め
に
し
、
1
2
g
の
コ
ー

ヒ
ー
豆
を
す
く
え
る
容
量
。
一
匙
で

ち
ょ
う
ど
コ
ー
ヒ
ー
一
杯
分
に
な
る
。

ト
レ
イ
は
1
:
1
.
6
8
の
黄
金
比
に

基
づ
き
、
手
作
業
で
成
型
す
る
。
コ
ン

パ
ク
ト
で
持
ち
や
す
く
、
製
品
全
体
に

ト
ー
タ
ル
で
整
っ
た
美
し
さ
を
持
た
せ

て
い
る
。

「L
a R

osée

」
は
二
人
分
の
コ
ー

ヒ
ー
が
淹
れ
ら
れ
、
一
人
で
ゆ
っ
く
り

味
わ
っ
て
も
、
仲
間
と
楽
し
ん
で
も
い

い
だ
ろ
う
。
製
品
シ
リ
ー
ズ
は
、
浅
い

色
か
ら
濃
い
色
ま
で
六
種
の
木
材
を
セ

レ
ク
ト
し
て
い
る
。
台
湾
ヒ
ノ
キ
の
リ

サ
イ
ク
ル
素
材
は
、
正
に
台
湾
な
ら
で

は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
素
材
。
木
の
処
理
に

は
化
学
塗
料
を
用
い
ず
、
天
然
の
ミ
ツ

ロ
ウ
と
オ
イ
ル
で
仕
上
げ
て
あ
る
。
ガ

ラ
ス
部
分
は
耐
熱
材
質
で
、
食
品
安
全

基
準
に
適
合
し
て
い
る
た
め
、
安
心
し

て
使
用
で
き
る
。

誠品生活松菸店
  台北市信義区菸廠路88号

  (02)6636-5888
 artevent.eslite.com

好丘 Good Cho's 天母店
  台北市士林区天玉街38巷16弄2号
 (02)2873-5889

    tw.streetvoice.com/ goodchos

爐鍋咖啡luguocafé    関渡総店
  台北市北投区大度路三段296巷39号
  (02)2891-5990

 www.luguocafe.com

印花楽inBlooom

  台北市迪化街一段32巷1号
  (02)2552-1321
  www.inblooom.com

委
託
販
売
地
点
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文化
プ ロ グ ラ ム

特
別
展
「
玉
質
台
湾
」in
花
蓮

台
湾
玉
の
美
を
ア
ピ
ー
ル

台
湾
東
部
の
花
蓮
県
は
、
台
湾
ヒ
ス
イ
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
台
湾
ヒ
ス
イ
と
そ
の
加
工
技
術
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
「
玉
質

台
湾
」
展
が
ま
る
一
年
の
準
備
期
間
を
経
て
花
蓮
県
石
彫
博
物
館
で
開

催
さ
れ
る
。
三
百
点
の
展
示
作
品
は
、
主
に
複
数
の
鉱
物
か
ら
な
る
台

湾
ヒ
ス
イ
「
墨
玉
」
で
作
ら
れ
た
も
の
。
花
蓮
県
花
「
ハ
ス
の
花
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
各
界
に
改
め
て
花
蓮
ヒ
ス
イ
と
ア
ー
チ
ス
ト
の
ア
イ

デ
ア
を
紹
介
す
る
。

ヒ
ス
イ

26.JAN. 2014台湾観光月刊 vol.547
(五つ星ホテルに泊まる)
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文化プログラム

台
湾
ヒ
ス
イ
の
産
地
は
東
部
の
花
蓮
に
集
中
し
て
い
る
。
1
9
6
0

年
、
1
9
7
0
年
代
は
台
湾
ヒ
ス
イ
（
軟
玉
・
ネ
フ
ラ
イ
ト
）
の
生
産
・

販
売
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
、
装
飾
品
と
し
て
世
界
各
地
に
販
売
さ
れ
た
。

近
年
は
環
境
保
護
意
識
が
高
ま
っ
て
、
花
蓮
で
の
鉱
山
の
採
掘
が
全
面
的

に
禁
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
花
蓮
ヒ
ス
イ
の
価
値
が
高
ま
っ
た
。

台
湾
中
央
地
質
調
査
所
に
よ
る
と
、
台
湾
ヒ
ス
イ
の
品
質
は
中
国
名

産
の
和
田
玉
に
も
劣
ら
な
い
と
い
う
。
で
も
、
今
回
の
特
別
展
で
は
一
般

の
台
湾
ヒ
ス
イ
で
は
な
く
て
、
「
墨
玉
」
と
呼
ば
れ
る
珍
し
い
タ
イ
プ
の

鉱
石
を
採
用
し
た
。
墨
玉
は
肉
眼
で
は
黒
色
に
見
え
る
の
に
、
光
を
当
て

る
と
、
黒
斑
や
縞
が
入
っ
た
き
れ
い
な
モ
ス
グ
リ
ー
ン
に
見
え
る
こ
と
が

特
長
。
こ
の
ほ
か
、
墨
玉
は
靭
性
が
高
く
、
数
ミ
リ
の
厚
さ
ま
で
磨
く
こ

と
が
で
き
、
大
型
の
器
が
作
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
特
別
展
の
創
作
素
材

と
し
て
選
ば
れ
た
。

こ
れ
ま
で
目
立
た
な
か
っ
た
墨
玉
の
真
の
美
を
引
き
出
す
た
め
に
、

こ
の
展
覧
を
企
画
し
た
著
名
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
陳
俊
良
氏
や
地
元
の
彫
刻
家

呉
義
盛
氏
、
金
細
工
工
芸
家
謝
旻
玲
氏
は
討
論
と
試
作
を
繰
り
返
し
、
台

北
故
宮
収
蔵
の
宝
物
を
参
考
に
し
て
オ
ブ
ジ
ェ
の
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
入
れ

た
。
碗
、
コ
ッ
プ
、
皿
、
茶
さ
じ
、
U
S
B
メ
モ
リ
、
万
年
筆
、
ペ
ー

パ
ー
ナ
イ
フ
な
ど
、
ど
れ
も
花
蓮
の
墨
玉
を
使
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
エ
レ
ガ
ン

ト
な
形
に
仕
上
げ
た
。

展
示
は
「
璽
宴
」
、
「
文
房
」
、
「
飾
宝
」
、
「
質
品
」
の
四
つ
の

コ
ー
ナ
ー
に
分
か
れ
る
。
「
璽
宴
」
は
メ
イ
ン
展
示
場
の
中
堂
の
ス
ペ
ー

ス
で
、
宴
席
を
テ
ー
マ
と
し
て
卓
上
に
各
種
食
器
や
装
飾
が
並
ぶ
。
照
明

の
下
で
光
る
墨
玉
の
器
が
、
食
卓
に
エ
レ
ガ
ン
ス
を
添
え
る
。

「
文
房
」
で
は
、
台
湾
の
異
分
野
の
エ
リ
ー
ト
十
六
名
が
台
湾
を

テ
ー
マ
に
創
作
し
た
墨
玉
製
の
文
房
具
を
展
示
。
「
飾
宝
」
は
花
蓮
の
墨

玉
、
藍
玉
、
雪
花
玉
な
ど
色
さ
ま
ざ
ま
の
ヒ
ス
イ
に
金
細
工
を
施
し
た
貴

重
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー
。
「
質
品
」
で
は
、
東
海
岸
の
玉
で
作
っ
た
墨
玉
万

年
筆
、
U
S
B
メ
モ
リ
、
玉
質
角
杯
な
ど
の
精
緻
な
実
用
品
を
展
示
。

玉質台湾  
期間：開催中-2014年2月16日まで(1/30-2/3休館)
会場：花蓮県石彫博物館(花蓮市文復路8号)
Open:09:00-17:00
Tel:(03)822-7121
Web:stone.hccc.gov.tw

アクセス
台湾鉄道花蓮駅から花蓮客運バス「港口-
七星潭」線に乗車、門諾医院前で下車、民
権路沿いに進み、右折して文復路へ。

デザイナー陳俊良氏

金細工工芸家謝旻玲氏

彫刻師呉義盛氏

(五つ星ホテルに泊まる)
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明
日
の
朝
に
来
て
く
れ
、
と
い
う
連
絡
が
来
た
。
場
所

は
公
園
だ
。
朝
に
一
体
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
朝
は
あ
ま
り

得
意
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
僕
は
そ
の
朝
の
公
園
で
一
発

喝
を
い
れ
ら
る
事
に
な
る
、
「
若
者
よ
、
目
を
覚
ま
せ
！
」

と
。
僕
の
視
界
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
、
一
面
に
広
が
る

巨
大
な
公
園
に
、
ま
る
で
少
年
少
女
の
よ
う
に
元
気
に
戯
れ

る
シ
ニ
ア
（
＝
銀
髪
族
）
。
そ
れ
は
朝
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
体

操
、
犬
の
散
歩
に
留
ま
ら
な
い
。
の
ん
び
り
と
陽
だ
ま
り
の

中
で
将
棋
を
楽
し
む
お
じ
さ
ま
方
や
演
劇
を
披
露
す
る
お
ば

さ
ま
方
。
そ
れ
を
見
て
楽
し
む
人
々
。

そ
ん
な
活
気
に
満
ち
た
公
園
を
ゆ
っ
く
り
と
散
歩
し
て
い

る
と
、
四
方
八
方
か
ら
何
か
歌
声
が
響
き
渡
っ
て
く
る
。
そ

れ
は
な
ん
と
、
路
上
カ
ラ
オ
ケ
。
昔
に
よ
く
見
た
巨
大
な
ブ

ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
に
、
D
V
D
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
ス
ピ
ー
カ
ー

が
持
ち
出
さ
れ
公
園
の
ど
真
ん
中
に
堂
々
と
佇
む
朝
の
社
交

広
場
。
曲
は
一
曲
二
十
元
、
せ
っ
か
く
な
の
で
定
番
「
上
を

向
い
て
歩
こ
う
」
を
歌
う
事
に
し
た
。
そ
う
、
台
湾
の
シ
ニ

ア
も
日
本
の
歌
謡
曲
が
大
好
き
。
な
の
で
、
僕
が
歌
う
時
に

も
一
緒
に
な
っ
て
歌
っ
て
く
れ
る
。
み
ん
な
意
外
と
う
ま
い

の
だ
。
年
を
取
れ
ば
や
は
り
健
康
に
も
気
を
使
う
よ
う
に
な

る
だ
ろ
う
。
こ
こ
台
湾
で
、
日
本
に
よ
く
あ
る
ラ
ジ
オ
体
操

以
上
に
よ
く
見
ら
れ
る
朝
の
光
景
と
言
え
ば
、
や
は
り
太
極

拳
だ
。
日
本
で
も
テ
レ
ビ
や
何
か
で
よ
く
目
に
す
る
が
、
な

め
な
い
方
が
い
い
。
興
味
津
々
に
見
て
い
る
と
、
こ
っ
ち
に

文
／
大
原
弘
達

　写
真
／
宋
育
玫

台湾の公園は朝から元気いっぱい

朝
は
銀
髪
族
天
国
？！

シ

ニ

ア
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来
い
と
誘
わ
れ
た
。
七
十
近
く
の
お
じ
い
さ
ん
が
、
「
私
を

押
し
て
み
な
さ
い
」
、
と
い
う
の
だ
。
僕
は
な
め
ら
れ
て
い

る
の
か
と
思
っ
て
、
押
し
て
み
る
・
・
・
あ
れ
、
び
く
と
も

し
な
い
。
力
を
ど
ん
な
に
入
れ
て
も
全
く
倒
れ
な
い
。
次

に
、
七
十
過
ぎ
の
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
も
。
少
し
ム
ッ
と
く

る
。
さ
す
が
に
僕
に
も
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
、
こ
れ
を
倒
せ

な
け
れ
ば
恥
だ
。
力
の
限
り
押
し
て
み
る
。
で
も
、
「
あ

れ
」
、
軽
く
か
わ
さ
れ
て
し
ま
う
。
僕
の
力
が
ど
こ
か
へ

あ
っ
さ
り
流
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
。
何
故
か
と
聞
い
て
み
る

と
、
彼
ら
が
言
う
に
は
力
で
は
な
い
ら
し
い
。
呼
吸
が
大
事

だ
と
い
う
。
一
体
な
に
が
何
な
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
シ
ニ

ア
に
太
極
拳
の
す
ご
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。 

　

シ
ニ
ア
に
プ
ラ
イ
ド
を
ズ
タ
ズ
タ
に
さ
れ
た
悔
し
さ
を

引
き
ず
り
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
、
そ
こ
に
は
大
音
量
に
合

わ
せ
て
踊
る
愉
快
な
﹁
美
男
美
女
」
達
。
あ
ま
り
に
も
楽
し

そ
う
な
の
で
、
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
と
突
然
﹁
美
女
」
に
誘

わ
れ
る
。
ダ
ン
ス
な
ん
て
踊
れ
な
い
、
け
れ
ど
も
﹁
美
女
」

は
僕
を
優
し
く
リ
ー
ド
し
て
く
れ
た
。
華
麗
に
踊
れ
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
、
む
し
ろ
初
め
て
だ
っ
た
の
で
リ
ズ
ム
に

さ
え
乗
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
で
も
、
そ
の
﹁
美

女
」
と
心
を
弾
ま
せ
踊
る
朝
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
ひ
と
時

だ
っ
た
。
な
の
で
、
最
後
に
記
念
に
キ
メ
ポ
ー
ズ
で
優
秀
の

美
を
飾
る
。
終
わ
り
よ
け
れ
ば
全
て
よ
し
、
楽
し
け
れ
ば
何

で
も
よ
し
！
で
も
﹁
美
女
」
が
あ
と
三
四
十
年
若
け
れ
ば
僕

は
恋
に
落
ち
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
・
・
・
最
後
に
充
実
し

た
朝
を
締
め
く
く
る
台
湾
の
朝
食
を
頂
こ
う
。
甘
く
香
る
豆

乳
は
僕
も
大
好
物
だ
。
け
れ
ど
も
、
早
朝
の
シ
ニ
ア
は
な
ん

て
活
気
に
満
ち
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
自
分
の
甘
さ
に
も
気

付
か
さ
れ
た
ほ
ろ
苦
い
朝
の
体
験
。
最
後
に
世
界
中
の
若
者

に
、
伝
え
た
い
。
「
若
者
よ
、
目
を
覚
ま
せ
！
」
と
。

あーあ
つかれたび

屋外カラオケ！

中国将棋

太極拳

台湾体験
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台
湾
観
光
協
会
創
立
五
十
七
周
年
を
祝
し
て
、
さ
る
2
0
1
3
年
12
月
16
日

台
北
晶
華
酒
店
に
お
い
て
定
期
大
会
と
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、
観
光

産
業
界
の
代
表
数
百
名
が
参
集
し
た
。
台
湾
政
府
行
政
院
毛
治
国
副
院
長
・

観
光
局
謝
謂
君
局
長
ら
の
ご
列
席
を
賜
り
、
熱
烈
な
激
励
の
祝
辞
を
受
け

た
。2

0
1
3
年
、
台
湾
観
光
協
会

は
台
湾
政
府
交
通
部
（
省
）
観
光

局
の
指
導
の
も
と
、
内
外
数
十
件

の
観
光
P
R
活
動
を
展
開
し
て
き

た
。
東
北
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ

ア
・
イ
ン
ド
・
欧
米
・
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
中
国
大
陸
な
ど
の
国
際

的
な
旅
行
博
に
参
加
し
、
台
湾
観

光
宣
伝
会
や
街
頭
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
展
開
し
、
世
界
に
向
け
て

「Tim
e for Taiw

an

、
今
こ
そ
台

湾
旅
行
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
ま

た
協
会
が
主
催
し
二
十
一
回
目
を

迎
え
た
台
北
国
際
ト
ラ
ベ
ル
フ
ェ

ア
（
I
T
F
）
に
は
、
六
十
か

国
・
九
百
の
単
位
が
出
展
し
、
参

観
者
も
史
上
最
高
の
三
十
一
万
人

を
超
え
る
な
ど
展
覧
規
模
・
入
場

者
数
と
も
に
大
き
な
成
果
を
上
げ

た
。台

湾
観
光
協
会
賴
瑟
珍
会
長
は

挨
拶
の
な
か
で
、
近
年
台
湾
観
光

産
業
は
政
府
の
ご
支
持
・
ご
支
援

の
も
と
、
大
き
な
飛
躍
を
遂
げ
て

い
る
。
台
湾
観
光
協
会
は
ま
も
な

く
還
暦
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

台北国際トラベルフェア(ITF)の国際出展単位のみなさん東北アジア市場の開拓に貢献があった方々に感謝状

る
。
こ
の
間
一
貫
し
て
台
湾
観
光

の
発
展
を
使
命
と
し
、
政
府
な
ら

び
に
内
外
の
機
関
と
提
携
し
、
会

員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
し
、
台

湾
観
光
を
P
R
し
て
き
た
。
そ
の

歴
史
を
誇
り
に
思
い
た
い
と
述
べ

た
引
き
続
き
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

交
通
部
（
省
）
観
光
局
の
謝
謂

君
局
長
は
、
2
0
1
3
年
的
11

月
末
ま
で
に
来
台
観
光
客
は
前

年
比
約
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
成
長

を
み
て
七
百
二
十
万
人
を
超
え

た
。
12
月
下
旬
に
は
年
間
目
標
の

七
百
七
十
万
を
超
え
る
見
通
し

だ
。
延
べ
人
数
だ
け
で
な
く
、
中

高
価
格
帯
の
グ
ル
ー
プ
旅
行
の
比

重
が
高
ま
っ
て
き
た
の
も
、
観
光

品
質
改
善
の
顕
著
な
効
果
だ
。
向

こ
う
一
年
、
観
光
局
と
し
て
、
ハ

イ
ク
ラ
ス
の
観
光
ツ
ア
ー
や
ク

ル
ー
ズ
船
寄
港
の
奨
励
に
努
め
た

い
。
ま
た
未
来
を
担
う
市
場
と
し

て
東
南
ア
ジ
ア
の
新
興
国
や
イ
ス

ラ
ム
の
人
た
ち
の
来
台
を
促
し
た

い
と
抱
負
を
述
べ
た
。

台湾観光協会創立五十七周年大会

五十七の単位に感謝状贈呈
文／李建樹    写真／台湾観光協会
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香川県議会鎌田守恭会長（中央）と同県観光協会梅原利之会長（右2）を先頭に「さぬき」をアピールうどんの匠が手打を実演

湾
観
光
協
会
は
歴
代
会
長
を
先
頭

に
業
界
を
率
い
て
奮
闘
努
力
し
て

き
た
。
そ
の
成
果
が
あ
っ
て
台
湾

観
光
は
ま
す
ま
す
発
展
を
遂
げ
て

い
る
。
官
民
の
力
を
あ
わ
せ
て
近

い
将
来
に
来
台
旅
客
一
千
万
の
目

標
を
達
成
し
、
台
湾
を
観
光
大
国

に
押
し
上
げ
て
い
こ
う
と
参
加
者

を
激
励
し
た
。 

大
会
で
は
最
後
に
、
過
去
一
年

観
光
協
会
の
各
業
務
に
貢
献
の

あ
っ
た
内
外
の
観
光
単
位
・
業
者

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

台
湾
で
も
知
名
度
の
高
い
讃
岐
う
ど

ん
を
牽
引
役
に
、
「
讃
岐
＝
四
国
香

川
」
の 

イ
メ
ー
ジ
を
広
め
よ
う
と
、

昨
夏
に
実
施
し
た
讃
岐
う
ど
ん
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
第
２
弾
と
し
て
「
讃
岐
う
ど

ん
手
打
ち
体
験
教
室
」
が
11
月
12
日
に

実
施
さ
れ
た
。
香
川
県
と
し
て
、
県
と

県
産
品
の
知
名
度
を
高
め
、
高
松

｜

台

北
便
の
利
用
促
進
を
図
り
た
い
と
し
て

い
る
。

行政院毛治国副院長を中心に大会関係者と業界代表の皆さん

「讃岐うどん手打ち体験教室in台北」
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新
年
快
樂
（
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
）
！
こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
台

湾
常
連
観
光
客
で
あ
る
私
（
胖
太
子
）
の

目
線
か
ら
見
た
台
湾
の
よ
い
と
こ
ろ
を「
台

湾
の
光
」
と
し
て
読
者
の
皆
様
に
お
届
け

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
多
く
の
皆
さ
ん
に

た
く
さ
ん
の
「
台
湾
の
光
」
を
お
届
け
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
外
出
中
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
電
池
切
れ
で
困
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
特
に
、
旅
行
先
な
ん
か

で
美
味
し
い
料
理
や
友
達
と
の
思
い
出
の

写
真
を
撮
っ
て
い
る
と
、
夜
に
は
「
あ
れ
、

電
池
が
な
い
…
。
」
な
ん
て
い
う
経
験
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ユ
ー
ザ
ー
な
ら
き
っ
と

お
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ス

ペ
ア
の
充
電
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ん
か
を
持
ち

歩
け
ば
よ
い
の
で
す
が
、
特
に
観
光
で
朝

か
ら
晩
ま
で
ず
っ
と
外
に
い
る
と
き
は
荷

物
に
な
る
し
な
ぁ
…
な
ん
て
こ
と
に
な
り

ま
す
。
普
段
か
ら
慣
れ
て
い
る
と
こ
ろ
な

ら
、
コ
ン
セ
ン
ト
の
場
所
も
す
ぐ
見
つ
か

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
海
外
と
な
る
と

そ
う
は
な
か
な
か
い
か
な
い
こ
と
も
…
。

ち
ょ
っ
と
で
も
い
い
か
ら
充
電
し
た
い

な
ぁ
と
い
う
そ
ん
な
時
に
便
利
な
の
が
、

台
北
の
M
R
T
（
地
下
鉄
・
新
交
通
シ
ス
テ

ム
）
の
駅
で
す
。
台
北
の
M
R
T
の
各
駅
に

は
電
源
コ
ン
セ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
て
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
は
じ
め
、
P
C
・
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
な
ん
で
も
充
電
で
き
ま
す（
写

真
は
忠
孝
復
興
駅
の
コ
ン
セ
ン
ト
で
す
）
。

台
湾
の
コ
ン
セ
ン
ト
の
形
は
基
本
的
に
日

本
と
同
じ
で
す
の
で
、
日
本
で
つ
か
っ
て

い
る
ア
ダ
プ
タ
ー
を
そ
の
ま
ま
使
え
る
の

も
あ
り
が
た
い
で
す
ね
（
電
圧
は
日
本
よ

り
少
し
高
い
で
す
が
大
き
な
差
で
は
な
い

こ
と
と
、
充
電
器
自
体
に
変
圧
の
機
能
が

大
体
つ
い
て
い
る
の
で
、
ご
安
心
を
！
ど

う
し
て
も
心
配
な
方
は
、
事
前
に
ご
自
身

で
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。
）
。

そ
し
て
、
こ
の
コ
ン
セ
ン
ト
の
利
用
料

金
は
な
ん
と
無
料
で
す
！
な
ん
て
太
っ

腹
！
こ
れ
ぞ
、台
北
M
R
T
の「
お・も・て・

な
・
し
」
。
本
当
に
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
、
日
本
で
も
始
ま
ら
な
い

か
な
ぁ
…
な
ん
て
思
っ
て
し
ま
う
今
日
こ

の
頃
で
す
。

日
本
も
お
も
て
な
し
の
心
が
あ
ふ
れ
る

国
だ
と
思
い
ま
す
が
、
台
湾
も
た
く
さ
ん

の
優
し
い
心
を
持
っ
た
人
達
が
い
る
お
も

て
な
し
に
あ
ふ
れ
た
国
で
す
。
「
い
つ
か
行

き
た
い
な
ぁ
」
と
思
っ
て
い
る
そ
こ
の
あ
な

た
は
「
今
で
し
ょ
！
」
と
、
い
う
こ
と
で
今

年
こ
そ
ぜ
ひ
台
湾
へ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

必
ず
や
「
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
」
と
い
う
発
見
に

満
ち
溢
れ
た
思
い
出
「
倍
返
し
」
な
旅
に

な
る
事
を
私
が
保
証
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
皆
さ
ん
の
今
年
一
年
の
台
湾
旅
行
が

素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！

仕事で台湾を訪れるうちに、
いつしか仕事を忘れて台湾を
訪れるようになった日本人。
季節に一度は台湾を訪れない
と発作が起きる。外見は「電
音三太子」にそっくりとかな
んとか…。

胖太子（ぱんたいず）

台北MRTの
  お・も・て・な・し

台湾の光第 3 回
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倆人旅店（立徳北投温泉ホテル)
山中のリラックス哲学
番地11号の数字は二人の人が並んで立っているように見え、それがホテルのテーマ「二人」の由
来となった。山に寄り添い、観音山と向き合う倆人旅店は絶好のロケーションを有し、モダンなデ
ザインが施されたDesign Hotel。「二人の世界」を主軸としてこれまでにない宿泊空間を提供する。

色で選ぶ二人の世界
客室は計25あり、各フロアはそれぞれのテーマと色調で彩られている。3階はシンプルで上品なテ
ィファニーブルー、2階はVIPムードを強調したエレガントなシャンパンゴールド、1階は情熱と熱
愛を思わせるローズレッド、B1は可愛くロマンチックなチョコレート色。毎回事前にホテルの手配
に合わせて好きな色を選べば、独特の視覚で思い出に残る休暇になる。

倆人旅店の「個室温泉付き客室」は、室内に広く眺めのいい専用風呂がついている。石、木など自
然の素材を豊富に用い、引き戸、フローリング、植木で奥行きのある空間を作っている。窓の外に
広がる山の美景を眺めながら、温かく滑らかな白磺温泉に浸かれば、二人だけの世界をじっくり楽
しめる。

自然派のさっぱり料理
温泉にグルメはつきもの。おいしい朝食とアフタヌーンティ以外に、ランチ、ディナーの「二人用鍋
セット」が人気。自然食材で煮出しただし汁と、アメリカChoice級の骨なしカルビ、通称「松阪豚」の
豚トロ、新鮮な食材と季節の野菜、コリコリした手作りイカ団子と魚肉団子。さっぱりして栄養豊富
なトマトやヤマイモの前菜、最後は雑炊でしめくくって、大満足。

冬の台湾旅行なら、倆人旅店で温泉、グルメをどうぞ。趣豊かで気楽な北投温泉の旅を楽しもう。

台灣觀光月刊

リーダー台湾営業所：北区 +886-2-2363-0858 / 南区 +886-7-335-8108
公式HP：www.leaderhotel.com.tw www.leaderhotel.com

本雑誌の当ページの広告(コピー不可)を倆人旅店にて提示すると、当日清算価格の5％割引で優待宿泊することができます。
（この優待は毎回2部屋の予約に限り、且つホテルに直接予約した場合に限ります）。使用期限：2014/6/30まで、旧正月時は適用しません。

モダンなデザイン

個室温泉付き

(立徳北投温泉ホテル)

(立徳北投温泉ホテル)

二人用鍋セット 住所：台北市北投区幽雅路11号　  電話：+886-2-2897-3611　 　
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台南大億麗緻酒店 2014旧正月宿泊プラン国賓大飯店  「特選銘茶」ギフトセット

新東陽 「土鳳梨」のパイナップルケーキ
お土産に最適 

台南大億麗緻酒店は2014「旧正月プラン」を実施中。1月30日から2月3日ま
での間に宿泊すると、原価から1.5割引(1部屋NT$8075+10%より)、2月4日
に宿泊すると、原価から3.5割引(1部屋NT$6175+10%より)。このほか客室タ
イプによりバイキング朝食、無料ミネラルウォーター、ウェルカムデザート、
BEING Spa NT$500割引券も付く。各部屋に手作りランタン1個、また無線ブ
ロードバンド、スポーツジム、サウナ、室内温水プール、アクアスパなどの施
設も無料で利用できる。

国賓大飯店はギフトセット「国賓特選銘茶」を発売中。百パーセント台湾
産、数量限定の南投県鹿谷郷の半発酵茶「遵古凍頂烏龍」、阿里山の海抜
1,200メートル以上の場所で生産された「霧源阿里山烏龍」、台中県和平郷
海抜2,200メートルに位置する梨山の「高冷梨山烏龍」の３種の茶を、品の
いいデザインの外箱とハイセンスな包装でセットにした。贈り物に最適。

新東陽は、高品質の生産を行う農場と提携し、履歴付きの「台湾原産パイ
ナップルケーキ」を新発売した。産地、生産/加工工程、配送、販売に至るま
ですべての情報を透明化した「台湾原産パイナップルケーキ」は検査結果
を確認することもできる。餡は南投県八卦山脈の台農2号パイナップルで作
り、皮は新鮮な卵とニュージーランド製の良質バターを、完璧な割合でミッ
クスした。40年の経験を積んだ職人が編み出した黄金の比例と、360度回転
オーブンを使った加熱で、サクッとおいしいキツネ色のパイナップルケーキ
ができた。やめられない美味。

台南大億麗緻酒店
台南市中西区西門路一段660号
Tel：(06)216-0077
www.tayihlandis.com.tw

国賓大飯店
Tel：台北( 02)2551-1111、新竹(03) 515-1111、高雄(07) 211-5211
www.ambassadorhotel.com.tw

新東陽
Tel：0800-011-367
www.hty.com.tw

璞儷頂級SPA会館 都会の喧騒を忘れて 心身
ともにリラックス
璞儷SPA会館は、東洋のツボマッサージと西洋のアロマリラクゼーションの
伝統の知恵を結合。エステティシャンが心をこめて疲れを癒してくれるので、
肌が潤い、さらに天然のヘルシーティーや心地よい音楽で、心身とも完全に
リラックスできる。専用個室、シャワー室なども利用してくつろげる。最近は
大変お得なネイル、フェイスケアエステも開始し、様々なコースから選べる。

璞儷頂級SPA会館
台北市楽群三路51号1階(美麗華の近く)
Tel：(02)8502-3222
www.puly-spa.com

食泊飲楽
業  界  短  信  ＆  と っ  て  お  き
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業界短信＆とっておき－食泊飲楽

台北西華飯店 五ツ星正月料理テイクアウト
台北西華飯店中華レストラン怡園の五ツ星正月料理テイクアウトは、特選健
康黒羽鶏、自然栽培の杏香菇、魚の浮き袋、アミガサタケ、南アフリカ産ア
ワビなどの最高級健康食材を、材料そのものの味を残すヘルシーな広東式
調理法で仕上げた台湾の昔ながらの正月料理。アワビ入り仏跳牆スープ、
ワタリガニのおこわ、アワビと黒羽鶏の煮込み、アミガサタケと魚の浮き袋
入りスープ、ツバメの巣のポタージュスープ、特製アヒルの五目詰めグリルな
ど、どれもシェフが当日作った新鮮な料理。

注文は台北西華飯店(02) 2718-1188中華レストラン怡園まで

台北西華飯店
台北市民生東路三段111号
Tel：(02) 2718-1188 
www.sherwood.com.tw

ホテルロイヤルタイペイ開業30周年記念
「献血　30万ｃｃ」
2014年に開業30周年を迎えるホテルロイヤルタイペイは、台湾血液基金会
及び台北献血センターと連携し、2014年1月6日より移動採血車による30万
ccの献血運動を開始します。献血された方には「ル・カフェ」平日ブッフェラ
ンチまたはディナーのお食事券お1人様分1枚を贈呈します。また、献血者の
ための大抽選会も開催します。

ホテルロイヤルタイペイ
www.hotel-royal.com.tw

食泊飲楽
業 界 短 信 ＆ と っ て お き
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＊宿泊施設は地区ごとに五十音順に並んでいます

宿泊情報

台湾は、都市でも、地方でも、宿泊先に

困ることはありません。さいきんは国内

の旅行ブームで、すみずみに高級ホテル

や手軽な旅館が普及するようになりま

した。おしゃれなビジネスホテルも各地

に点在しています。一部のホテルでは、

パックツアーをアレンジし、付近の観光

案内に努めております。旅の目的にあわ

せ、お好みに応じたホテル選びはいい

旅には欠かせません。

台湾の宿泊施設は、国際観光ホテル・

一般観光ホテル・一般ホテル・民宿に

区分され、合法に登記された施設には

専用マークが掲示されています。2009

年 3月より観光局では国内のホテルを

対象に鑑定評価制度を導入しています。

お客様が安心して選べる客観的基準を

提供されています。安全のために、とく

に外国からのお客様は適法の宿をお選

びくださるようにお願いします。

 ＊宿泊施設は地区ごとに五十音順に並んでいます

康華大飯店
ゴールデン  チャイナ  ホテル

部屋数：215
室料：シングル NT$ 5,500 ~  7,500

ツイン NT$ 6,200 ~  7,000
スイート NT$ 12,000 ~16,000

言語：日本語・英語・中国語
レストラン：金鑾庁 (台湾料理、広東ヤム茶 )・鳳凰庁   (西

洋料理 )・香榭庁欧式自助餐 (バイキング )
設備・施設：部屋で無料インターネットサービス・

会議室・宴会場・駐車場・ギフトショッ
プ・ビジネスセンター・国際直通電話・
マッサージ・ルームサービス (AM7：00-
PM12：00)・クリーニング・金庫 (フロン
トに )・空港送迎・外貨両替・観光ツアー
とゴルフツアーサービス・ゴルフ練習場・
衛星放送チャンネル

台北市中山区松江路 306号（MRT行天宮駅 4番出口 )

Tel:886-2-2521-5151  Fax:886-2-2531-2914
E-mail:service@mail.golden-china.com.tw
http://www.golden-china.com.tw

台北市中山区林森北路 369号
Tel:886-2-2581-8111
Fax:886-2-2581-5811，2568-2924
http://www.gloriahotel.com

部屋数： 220
室料：デラックス 

シングル /ダブル NT$ 7,800~  8,500
 スイート NT$ 9,500~20,000
言語： 日本語・英語・中国語
レストラン： ラ・ファンテリ (西洋料理 )・

九華楼 (中華料理 )
設備・施設： コーヒーショップ・ヘルスセンター・

ビジネスセンター・会議・宴会場・
クリーニングサービス・ノースモーキン
グフロア・駐車場・空港送迎サービス

華泰王子大飯店
グロリアプリンスホテル・台北 

台北市南京東路一段 9号
Tel:886-2-2523-1111
http://www.okurataipei.com.tw

部屋数：208
室料：
プレステージルーム NT$ 15,000
プレステージルーム NT$ 15,500
       (バルコニー付き )
オークラプレステージルーム NT$ 16,000
プレミアプレステージルーム NT$ 18,500
エグゼクティブルーム
       (バルコニー付き ) NT$ 20,500
エグゼクティブルーム NT$ 21,000
ジュニアスイート NT$ 35,000
ザ・スイート NT$ 50,000
ロイヤルスイート NT$ 160,000
言  語：日本語・英語・中国語
レストラン：山里日本料理・桃花林中華料理・コンチ

ネンタルルーム・The Pearl・The Nine
設備・施設：ビジネスセンター・ジム・屋外プール・インター

ネット・駐車場・宴会 /会議ホール・ランドリー
サービス・ルームサービス・オンライン予約

大倉久和大飯店
オークラプレステージ台北

台北圓山大飯店
タイペイグランドホテル

部屋数：487 (スイート：57)

室料：シングル／ダブル NT$ 5,700~11,000

スイート NT$ 15,000~28,000 
 (10%サービス料が加算されます )

言語：日本語・英語・スペイン語・フランス語

レストラン：西洋料理・広東料理・中国北方式の点心・
コーヒーショップ

設備・施設：新装なった大会議ホール (大會廰 )は台北市
内を一望する多目的ホール・399のキャパ
シティをもつ会議場はグランドホテルだけ
で・ほかにミーティングルームを10室備え
ている・フルサポートのビジネスセンター・
サウナ付きのフィットネスセンター・オリ
ンピックサイズスイミングプール・テニス
コート・ビリヤード場

台北市中山区中山北路四段 1号    
Tel:886-2-2886-8888  Fax:886-2-2885-2885
http://www.grand-hotel.org  
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高雄福華大飯店
ハワードプラザホテル 高雄

部屋数： 283
室料： シングル NT$ 3,600+10％起

ツイン NT$ 3,600+10％起
スイート NT$ 6,300+10％起

言語： 日本語・英語・中国語
レストラン： 江浙・広東料理・ビュッフェ
設備・施設： 観景バー・会議室・宴会場・10F 空

中花園披露宴会場・屋外プール・   
温水ジャグジー・子供プール・      
ジム・ビジネスセンター・名品商店街

高雄市新興区七賢一路 311号
Tel:886-7-236-2323  Fax:886-7-235-8383
http://www.howard-hotels.com.tw

新竹福華大飯店
ハワードプラザホテル新竹

新竹市中正路 178号
Tel:886-3-528-2323  Fax:886-3-525-2300
http://www.howard-hotels.com.tw

部屋数： 126
室料： シングル NT$ 6,600~8,000

ツイン NT$ 7,200~8,600
スイート NT$ 9,000~12,000

言語： 日本語・英語・中国語
設備・施設： ドームプール・ジム・サウナ・

S PA 水療プール・ランドリー・
名品商店街・駐車場

台北福華大飯店
ハワードプラザホテル 台北

台北市大安区仁愛路三段 160号
Tel:886-2-2700-2323  Fax:886-2-2700-0729
http://www.howard-hotels.com.tw

部屋数： 606
室料： シングル NT$ 9,500~11,500

ツイン NT$ 9,500~12,500
スイート NT$ 15,000~50,000

言語： 日本語・英語・中国語
レストラン： 台湾料理・日本料理・江浙・広東・  

カフェ・ビュッフェ・ロビーラウンジ
設備・施設： 屋外プール・ビジネスセンター・喫煙

ルーム・ジム＆サウナ・名品商店街・
700名以上を収容可能の宴会場

台中福華大飯店
ハワードプリンスホテル台中

台中市西屯区安和路 129号
Tel:886-4-2463-2323  Fax:886-4-2463-3333
http://www.howard-hotels.com.tw

部屋数：168
室料： シングル NT$ 7,200~9,000

ツイン NT$ 7,600~9,400
スイート NT$ 18,000~38,000

言語： 日本語・英語・中国語
レストラン：和／中／洋バイキング・江浙・広東料理・

ロビーラウンジ
設備・施設：ビジネスセンター・ジム＆サウナ・  

水療館・アロマ館・ビリヤード・会議
センター・宴会場

八仙詩泊温旅
フォルモサ ファン

新北市八里区中山路三段 112号
(台北市内と桃園国際空港から車で約 20分 )
Tel:886-2-2610-5218・886-2-2610-5200ext.8901 
Fax:886-2-2610-1885・886-2-2610-5222
E-mail：basian@ms14.hinet.net
http://www.formosafuncoast.com.tw

部屋数：50
室料：南洋スタイル NT$ 5,800+10%
 西洋スタイル NT$ 8,800+10%
 和洋スタイル NT$ 10,800+10%
 団体部屋 NT$ 16,800+10%
総支配人：陳慧穎
言  語：日本語・英語・中国語
設備・施設：中華料理・多国籍料理・宴会場・カラオケ・駐

車場・会議室・障害者施設・フィットネスセン
ター・娯楽室・休憩室・閲覧室・ビジネスセン
ター・温泉・SPA・サウナ・おみやげ店・バー・キッ
ズコーナー・生態世界・キャンプ場・BBQ設備・
露天風呂・エアコンシステム・液晶テレビ・冷
蔵庫・電気ポット・ドライヤー・セーフティボッ
クス・インターネット

台北市民生東路三段 111号
Tel:886-2-2718-1188  Fax:886-2-2713-0707
E-mail:sherwood@sherwood.com.tw
http://www.sherwood.com.tw

台北西華飯店
ザ・シャーウッド台北

部屋数：343
室料：デラックスルーム NT$ 12,000
 エグゼクティブルーム NT$ 16,000
 ジュニアスイート NT$ 20,000
 エグゼクティブスイート NT$ 30,000
 シャーウッドスイート NT$ 90,000
 プレジデンシャルスイート NT$ 120,000

(上記料金には別途 10％のサービス料が加算されます。)

言語：日本語・英語・中国語
レストラン＆バー：「怡園 (イーユエン )」広東料理、「B-one」ビュッ

フェ、「トスカーナ」イタリアン、「鮨小馬 (こ
うま )」日本料理、「ヘンリーズバー」

設備・サービス：ビジネスセンター、ヘルスクラブ（屋内プール、
フィットネスジム、サウナ、スパ）、会議室、各
種宴会場、地下駐車場、空港リムジンサービス

※桃園空港まで車で約 50分／松山空港まで車で約 5分

台北市中山区松江路 186号
(MRT蘆洲線行天宮駅 1番出口の付近 )
Tel:886-2-2541-5511  Fax:886-2-2531-3831
ご予約専用 :886-2-2541-6888
E-mail:galahtl@ms18.hinet.net
http://www.galahotel.com.tw

慶泰大飯店
台北ガーラ　ホテル

部屋数：160
室料：シングル NT$ 6,000
 デラックスシングル NT$ 6,600
 デラックスツイン NT$ 7,200
 スイート NT$ 10,800
言  語：日本語・英語・中国語
レストラン：中華料理 (金滿廳 )  
 西洋料理  (金穗坊西餐廳 )
設備・施設：ビジネスセンター・会議室・空港送 
 迎車・駐車場・ドライクリーニング 
 サービス・インターネット無料使用・ 
 LCDテレビ・ＴＶチャンネル・衛星放 
 送チャンネル・ＤＶＤプレーヤー・    
 貴重品用ルーム金庫・ミニバー・       
 ドライヤー・部屋に独立したシャワー室

台北晶華酒店     
リージェント台北

台北市中山区中山北路二段 39巷 3号
Tel:886-2-2523-8000   Fax:886-2-2523-2828
http://www.regenttaipei.com

部屋数：538
室料：スーペリアルーム NT$ 13,600

デラックスルーム NT$ 14,600
レジデンス NT$ 20,800
ジュニアスイート NT$ 22,800
エリートスイート NT$ 26,800
コーナースイート NT$ 32,800

言語：日本語・英語・中国語
レストラン：四川＋広東料理・日本料理・ステーキ

ハウス・鉄板焼き・ラウンジ・バイキング・
コーヒーショップ 

設備・施設：ビジネスセンター・ジム・サウナ・ 
屋外温泉プール・スパ・会議宴会ルー
ム・駐車場・ランドリー・24時間ルー
ムサービス・インターネット・空港送
迎専用車
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新北市淡水区観海路 83号
Tel:886-2-2628-7777  Fax:886-2-2805-9959
http://fullon-hotels.com.tw

福容大飯店  淡水漁人碼頭
フーロン ホテル 淡水漁人碼頭

部屋数：198
室料：
スーペリアルーム NT$  9,800
ファミリールーム NT$ 10,800 より
スーペリアツイン　　 NT$ 11,800
オーシャンビュー和室ツイン NT$ 12,800
デラックスオーシャンビューファミリールーム NT$ 12,800 より
オーシャンビューハネムーンスイート NT$ 19,800
クラシカルスイート (山側 ) NT$ 18,800
クラシカルスイート (港側 ) NT$ 20,800
デラックススイート NT$ 25,800
福容スイート NT$ 68,800

(上記料金には別途 10％のサービス料が加算されます )
言　語：日本語・英語・中国語
レストラン：アルカディア・カフェ・中華料理「福園」・バンケッ

トホール・阿基師茶楼・E2バー
設備・サービス：ビジネスセンター・ジム・屋外プール・

SPA・サウナ・KTV・キッズプレイルーム・
情人塔・ショッピングセンター・会議・宴
会場・地下駐車場

部屋数：182
室料：エレガントルーム NT$ 5,200
 デラックスルーム NT$ 5,800
 クラシカルルーム NT$ 6,300
 ファミリー トリプル NT$ 6,500
 ファミリー ダブル NT$ 7,000
 ゴージャスビュースィート NT$ 9,000
 デラックススィート NT$ 10,000
 エグゼティブ スイート NT$ 12,000
 福容スィート NT$ 26,000

 (以上 10%サービス料加算 )

言　　語：日本語・英語・中国語
レストラン：アルカディアカフェ・中華料理「福園」・バンケッ

トホール「ロータス」
設備・施設：ラ・フォンテーヌクラブ・ジム・温泉サウナ・

プール

桃園市大興西路一段 200号
Tel:886-3-326-5800  Fax:886-3-326-5900
http://fullon-hotels.com.tw

福容大飯店  桃園
フーロン ホテル 桃園

部屋数：288
室料：スタンダードルーム NT$  4,200 より
 エレガントルーム NT$  4,800 より
 デラックスルーム NT$  5,200 より
 ファミリールーム NT$  6,600 より
 エレガントスィート NT$  7,200 より
 デラックススィート NT$  8,000 より
  (以上 10%サービス料加算 )

言　　語：日本語・英語・中国語
レストラン：アルカディアカフェ・中華料理「福園」・バンケッ

トホール「ロータス」

設備・施設：ジム・プール・サウナ・ビジネスセンター

新北市三峡区大学路 63号
Tel:886-2-8672-1234  Fax:886-2-8672-0036
http://fullon-hotels.com.tw

福容大飯店  三鶯
フーロン ホテル 三鶯

部屋数：453
室料：シングル NT$ 6,000~  7,500

ツイン NT$ 6,500~  8,500

スイート NT$ 12,000~66,000

エキストラベッド NT$ 800

言　語：日本語・英語・中国語

レストラン：マーケット カフェ・川菜庁 (四川料理 )・
粵菜庁(広東料理)・陶然亭(スカイラウンジ)・
le bouquet(繽紛ケーキ屋 )

設備・施設：屋外スイミングプール・フィットネス
センター・サウナ・スチームサウナス

高雄国賓大飯店
都会型リゾートホテル

高雄市前金区民生二路 202号
Tel:886-7-211-5211  Fax:886-7-281-1115
E-mail:resv@mskh.ambhotel.com.tw
http://www.ambassadorhotel.com.tw

部屋数：257
室料：デラックス NT$ 10,000 

エグゼクティブキング NT$ 13,000 
プレミヤムキング NT$ 15,000 
ジュニヤスイート NT$ 18,000 
エグゼクティブスイート NT$ 23,000 
アンバサダースイート NT$ 36,000 
プレジデンシャルスイート　NT$ 105,000

言　　語：日本語・英語・中国語
レストラン：玖楼・A CUT STEAKHOUSE・

Promenade・Mezzanine・Le Bar
設備・施設：フィットネスセンター・室内温水プール・

サウナ＆ SPA・ビジネスセンター・新
光三越デパート・ルームサービス・会
議室・セーフティーボックス・駐車場
(432台収容 )

新竹市中華路二段 188号
Tel:886-3-515-1111  Fax:886-3-515-1112
E-mail:prdep@ambassador-hsinchu.com.tw 
http://www.ambassadorhotel.com.tw

新竹国賓大飯店
最高級のビジネスホテル

台北国賓大飯店
台湾の名門ホテル

台北市中山区中山北路二段 63号
Tel:886-2-2551-1111  Fax:886-2-2561-7883
E-mail:service@mstp.ambhotel.com.tw
http://www.ambassadorhotel.com.tw

部屋数：416
室料：シングル NT$  7,500

ツイン /ダブル NT$ 8,000~9,600

エグゼクティブデラックスルーム
  NT$ 11,000~  12,000

スイート NT$ 15,000~80,000

エキストラベッド NT$ 1,000
小兒用寢台 NT$ 500

言　語：日本語・英語・中国語
レストラン：川菜庁 (四川料理 )・粤菜庁 (広東料理 )・

レストラン「明園」・Aqua Lounge・ 
A CUT STEAKHOUSE・ahmicafé・ 
le bouquet

設備・施設：ビジネスセンター・プール・ヘルスクラブ・
サウナ

城市商旅 -台北南西館
シティ・スイーツ台北南西館

台北市大同区南京西路 169号
予約 Tel:886-2-2550-7722  Fax:886-2-2550-7733
総合予約センター Fax:886-2-2556-1770
E-mail: reservation@citysuites.com.tw
http://www.citysuites.com.tw

部屋数：80
室料：スタンダード NT$ 5,500
 スぺリア NT$ 6,300
 デラックス NT$ 7,000
 コーナー NT$ 8,000
 シティ・デラックス NT$ 8,500
 VIPスイート NT$ 15,000

（以上 10％サービス料加算） 
言語：日本語・英語・中国語
レストラン：中華・欧風・和風の朝食バイキング
設備・施設：液晶デジタルテレビ・DVD設備・全室乾湿分離式

の水回りと浴槽・輸入アメニティーグッズ・セキュ
リティボックス・ドイツ製吸熱式無音冷蔵庫・無
線 LAN・スリッパ・バスローブ・ビジネスエリア・
会議室・館内無料無線 LAN・コンピューター無料
インターネット・コーヒーと茶類無料・読書室・
ジム・駐車場

長栄桂冠酒店 (基隆 )
エバーグリーンローレルホテル (基隆）

部屋数： 140

室料：

ハーバービュー・シングル NT$ 6,200
ハバービュー・ツイン NT$ 6,600
ハーバービュー・デラックストリプル NT$ 7,000
ローレルーツイン NT$ 7,800
デラックスツイン NT$ 8,600
デラックススィート NT$ 13,000

言語： 日本語・英語・中国語・台湾語

設備・施設： ビジネス情報サービス及びビジネス機器を
リース・セキュリティボックスの貸出・多
国語に堪能なスタッフ・レンタカー及び空
港送迎サービス・モーニングコール・クリー
ニング、アイロンサービス・観光旅行情報
サービス・基隆駅からホテルまでの送迎・

室内駐車場

基隆市中正路 62-1号
Tel: 886-2-2427-9988  Fax: 886-2-2422-8642
E-mail: elhklg@evergreen-hotels.com
http://www.evergreen-hotels.com/branch/keelung
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長栄鳳凰酒店 (礁渓 )
エバーグリーンリゾートホテル (礁渓 )

部屋数： 231
室料：
スーぺリアルーム　 NT$ 13,200 (定員二人 )

デラックスルーム　 NT$ 13,800 (定員二人 )

和室 (マウンテンビュー )　 NT$ 14,400 (定員二人 )

和室 (プレンビュー )　 NT$ 15,200 (定員二人 )

デラックス・ファミリールーム NT$ 18,000 (定員四人 )

ヨーロピアンスイート NT$ 22,000 (定員二人 )

フュージョンスイート NT$ 22,000 (定員四人 )

和室スイート　 NT$ 22,000 (定員二人 )

フェ二ックスインぺリアルスイート NT$ 50,000 (定員二人 )
(宿泊料金は、朝食、夕食、アフタヌーン・ティ、夜食の料金に含まれてお
り、また当ホテルの各施設を無料でご利用いただけます。)

言語： 日本語・英語・中国語・台湾語

設備・施設：ロビーバー・送迎サービス・レストラン・ビジ
ネスセンター・インタネット・結婚企画センター・
ミニバー無料、無料映画チャンネル・会議室・
宴会場・VIPホール・4コースある溫泉プール・
5000ｍ ²サウナ&テーマSPA・キッズルーム・
ジム・岩盤浴 (有料 )・露天風呂・個室風呂 (有料 )・
結婚ホール・屋内駐車場

宜蘭県礁渓郷健康路 77号
Tel: 886-3-910-9988  Fax: 886-3-987-6383
E-mail: service@phxevergreen.com.tw
http://www.evergreen-hotels.com/branch/jiaosi

長栄桂冠酒店 (台中 )
エバーグリーンローレルホテル (台中 )

部屋数： 354
室料： スーペリアルーム NT $ 8,200
 デラックス・ ツイン NT $ 8,400
 デラックスファミリ NT $ 9,600
 スィート NT $ 12,000
 ローレルフロアスィート NT $ 14,000
言語： 日本語・英語・中国語・台湾語
設備・施設： 温浴施設・スチームバス・サウナ・ジム・キッ

ズプレイルーム・屋外プール、メディテー
ションルーム・ビジネスセンター・    スカッ
シュコート・観光旅行情報サービス・屋内駐
車場・レンタカー・24時間エアコンシステ
ム完備・映画を含めた多数のチャンネルご覧
頂けるカラーテレビ・冷蔵庫・電気ポット・
ダイレクト・国際電話及び音声留守録システ
ム、プレイベートセキュリーティボックス・
煙探知機・スプリンクラー及び中央消防シス
テム・緊急照明・防炎カーテンとじゅうた
ん・ライト・エアコーン・高級輸入浴室設備・
ドライヤー・拡大鏡及独立したシャワールー
ム・110及び 220ボルトのAC・SPA

台中市台湾大道二段 666号
Tel: 886-4-2313-9988  Fax: 886-4-2313-8642
E-mail: elhtcg@evergreen-hotels.com
http://www.evergreen-hotels.com/branch/taichung

台糖長栄酒店 (台南 )
エバーグリーンプラザホテル (台南 )

部屋数： 197
室料：デラックスシングル NT$ 5,600

デラックス ツイン NT$ 6,200
エグゼクティブシングル NT$ 6,200
エグゼクティブツイン NT$ 6,600
ファミリーツイン NT$ 8,100
クイーン　ツイン NT$ 8,400
スプレンダースィート NT$ 8,400
ファミリースィート NT$ 9,800
ロイヤル　スイート NT$ 11,500
プレジデント　スイート NT$ 88,000

言語： 日本語・英語・中国語・台湾語
設備・施設： 24時間エアコンシステム完備・映画を

含めた多数のチャンネルご覧頂けるカ
ラーテレビ・冷蔵庫・電気ポット・ダ
イレクト・国際電話及び音声留守録シ
ステム・プレイベートセキュリーティ
ボックス・煙探知機、スプリンクラー
及び中央監視の消防システム・緊急照
明・防炎カーテンとじゅうたん・ドラ
イヤー・独立型のシャワースペース・
110及び 220ボルトのＡＣ・SPA・屋
内駐車場・観光案内情報

台南市中華東路三段 336巷 1号
Tel: 886-6-289-9988  Fax: 886-6-289-6699
E-mail: ceod@tscevergreen.com.tw
http:///www.evergreen-hotels.com/branch/tainan

長栄桂冠酒店 (台北 )
エバーグリーンローレルホテル (台北 )

部屋数： 95

室料：スーペリアルーム NT$ 8,500

デラックスルーム NT$ 10,500

スーペリアスィート NT$ 11,500

デラックススィート NT$ 15,000

ローレルスィート NT$ 16,000  

言語： 日本語・英語・中国語・台湾語

設備・施設： レンタカー及び空港送迎サービス・
タワー式駐車場 (８０台収容 )・無料
無線 LANサービス・ビジネスセン
ター：ファックス、タイピング・国
内及び国外のエクスプレス・便・空
港券コンファーム・ビジネスインフォ
メーションサービスを提供していま
す・閲覧室・コンシェルジュ・クリー
ニング及びアイロン・靴磨きサービ
ス・個人専属サービス・観光インフォ
メーションサービス

台北市中山区松江路 63号
Tel: 886-2-2501- 9988  Fax: 886-2-2501-9966
E-mail: elhtpe@evergreen-hotels.com
http://www.evergreen-hotels.com/branch/taipei

城市商旅 -礁渓楓葉館
シティ・スイーツ礁渓楓葉館

部屋数：74
室料：スタンダード NT$ 5,500
 スぺリア NT$ 6,300
 デラックス NT$ 7,000
 コーナー NT$ 8,000
 シティ・デラックス NT$ 8,500
 VIPスイート NT$ 15,000

（以上 10％サービス料加算）
言語：日本語・英語・中国語
レストラン：中華・欧風・和風のバイキング /宜蘭特色中

華レストラン・和風定食料理
設備・施設：液晶デジタルテレビ・乾湿分離バストイレ設備・

無料無線 LAN・客室内温泉風呂・客室 /ホー
ル無料インターネット・ティ /コーヒー無料・
SPAプール・屋上露天風呂・駐車場

宜蘭県礁渓郷徳陽村礁渓路五段 118号
予約 Tel:886-3-988-8565  Fax:886-3-988-8622
総合予約センター Fax:886-2-2556-1770
E-mail: jiaoxi.reservation@citysuites.com.tw
http://www.citysuites.com.tw

城市商旅 -台北南東館
シティ・スイーツ台北南東館

台北市松山区南京東路五段 411号
予約 Tel:886-2-2742-5888  Fax:886-2-2742-2697
総合予約センター Fax:886-2-2556-1770
E-mail: reservation.nd@citysuites.com.tw
http://www.citysuites.com.tw

部屋数：84
室料：スタンダード NT$ 5,500
 スぺリア NT$ 6,300
 デラックス NT$ 7,000
 コーナー NT$ 8,000
 シティ・デラックス NT$ 8,500
 VIPスイート NT$ 15,000

（以上 10％サービス料加算）
言語：日本語・英語・中国語
レストラン：中華・欧風・和風の朝食バイキング・セットメニュー

/中華円卓料理　昼食・夕食
設備・施設：液晶デジタルテレビ・DVD設備・最新のバストイ

レ設備 (全室乾湿分離式の水回りと浴槽 )・輸入ア
メニティーグッズ・ボタン式セキュリティボック
ス・ドイツ製吸熱式無音冷蔵庫・無線 LAN・スリッ
パ・バスローブ・ビジネスエリア・会議室・館内
無料無線 LAN・コンピューター無料インターネッ
ト・コーヒーと茶類無料・駐車場

城市商旅 -台中五權館
シティ・スイ－ツ台中五権館

部屋数：101
室料： スタンダード NT$ 3,600
 スペリア NT$ 4,500
 デラックス NT$ 5,000
 コーナー NT$ 6,000
 シティ・デラックス NT$ 7,000
 （以上 10％サービス料加算）
言語：日本語・英語・中国語
レストラン：ビュッフェスタイル朝食
設備・施設：デジタル液晶テレビ (インターネットできる )、

乾湿分離型浴室、高級輸入アメニティグッ
ズ、セーフティボックス、無料ワイヤレスブ
ロードバンドインターネット、毎日の朝刊配
布サービス、セルフサービスのランドリー
ルーム、ロビーにはコーヒーとお茶の無料
サービス、 ご宿泊のお客様駐車無料

台中市西区五権路 1-23号
予約 Tel:886-4-2372-9000  Fax:886-4-2375-2288
総合予約センター Fax:886-2-2556-1770
E-mail:reservation.tc@citysuites.com.tw
http://www.citysuites.com.tw

城市商旅 -桃園航空館
シティ・スイーツ桃園空港館

* 桃園国際空港そば，ホテルから空港まで車で 3分
部屋数：153
室料： スタンダード NT$ 3,000
 スぺリア NT$ 3,600
 デラックス NT$ 4,500
 コーナー NT$ 5,000
 シティ・デラックス NT$ 6,000
 VIPスイート NT$ 10,000

（以上 10％サービス料加算）
言語：日本語・英語・中国語
レストラン：中華・欧風・和風のバイキング /中華円卓料理
設備・施設：テレビ・冷蔵庫・無料インターネット・ティ /

コーヒー /ミネラルウォーター無料・ホールに
ビジネスセンター・無料 24時間無線 LAN・二
室の会議室・ティ /コーヒー無料・千坪駐車場

桃園県大園郷中正東路 442号
予約 Tel:886-3-385-3017  Fax:886-3-385-3031
総合予約センター Fax:886-2-2556-1770
E-mail: marketinggateway@citysuites.com.tw
http://www.citysuites.com.tw
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＊宿泊施設は地区ごとに五十音順に並んでいます

昭盛 52行館
52 Hotel

台中市西区忠明路 52号
Tel:886-4-2317-5000   Fax:886-4-2317-5001
E-mail:service@52hotel.com.tw 
http://www.52hotel.com.tw

部屋数：166
室料：
A館　スタンダードルーム  NT$ 4,200

スペリアルーム          NT$ 4,700
エグゼクティブルーム    NT$ 5,200
デラックスルーム   NT$ 5,700
ファミリールーム   NT$ 6,200
VIPスイート            NT$ 8,200

Ｂ館　精緻ルーム  NT$ 4,500
ビジネス　ルーム         NT$ 5,500
精緻トリプル　ルーム    NT$ 6,000
スイート NT$ 6,600　

言語：日本語・英語・中国語
設備・施設：ビジネスセンター・フィットネスセンタ・

会議室・駐車場・外国為替

伸適商旅
ホテルセンスタイペイ

部屋数： 79
室料：
 エリート　ルーム NT$ 7,500
 ビジネス　ルーム NT$ 8,500
 デラックス　ルーム NT$ 9,500
 エグゼクティブ　デラックス　 NT$ 9,000
 エグゼクティブ　スイート NT$ 10,000
 センス　スイート NT$ 15,000
言語： 日本語・英語・中国語
設備・施設：車タワー・空中花園・Sen Salon レストラン・

会議室・センス会館・ジム・ ビジネスセンター

台北市中山区林森北路 477号 
(MRT中山国小駅 2番出口から徒歩 3分 )
Tel:886-2-7743-1000  Fax:886-2-7743-1100
E-mail：info@hotelsense.com.tw
http://www.hotelsense.com.tw

台北市中山区市民大道三段 83号
Tel:886-2-8772-8800  Fax:886-2-8772-1010
E-mail:info@miramargarden.com.tw
http://www.miramargarden.com.tw

美麗信花園酒店
ミラマー ガーデン 台北

部屋数：203
室料：デラックス NT$ 8,000

ビジネス　ルーム NT$ 9,000
エグゼクティブ　 
デラックス　ルーム  NT$ 10,000
ボス スィート    NT$ 15,000
プレミア スィート     NT$ 20,000

言語：日本語・英語・広東語
レストラン：レインフォレストカフェー朝食バイキング・

ガーデンテラスー欧風料理・ラウンジ
81-バー /スナック 

設備・施設：ビジネスセンター・エグゼティブフロア、
多目的会議室・ブロードバンドアクセス・
32インチ LCD TV・ガーデンレストラン・
バー・フィットネスクラブ・屋外プール・
サウナ・SPA・花園・駐車場

煙波大飯店花蓮館
レイク ショアーホテル花蓮

花蓮市中美路 142号
Tel:886-3-822-2666  
Fax:886-3-822-8880
E-mail:rvhl@lakeshore.com.tw
http://www.lakeshore.com.tw

部屋数：213
室料：
  豪華ツイン NT$ 6,600
 豪華トリプル NT$ 7,400
 豪華ファミリー NT$ 8,200
 尊栄デラックス NT$ 7,600
 煙波スイート NT$ 12,000
言語：日本語・英語・中国語
レストラン：慕拉欧風料理・海宴宴会ホール
設備・施設：サウナ・閲覧室・ビジネスセンター・  

テレビゲーム室・囲碁室・会議室・駐車場

花蓮県寿豊郷塩寮村山嶺 18号
Tel:886-3-8123-999  Fax:886-3-8123-988
http://www.farglory-hotel.com.tw

部屋数：391
室料：
デラックスマウンテンサイドツインルーム NT$ 7,200
デラックスオーシャンサイドツインルーム NT$ 7,800
エクセレントマウンテンビューツインルーム NT$ 7,800
エクセレントオーシャンビューツインルーム NT$ 8,400
ガーデンオーシャンサイド四人用客室 NT$ 9,400
ガーデンマウンテンサイド四人用客室 NT$ 9,600
ファミリールーム (オーシャンビュー ) NT$ 11,200
クラシックスイート (マウンテンビュー ) NT$ 12,000
エクセレントスイート (マウンテンビュー ) NT$ 14,000
デラックススイート (オーシャンビュー ) NT$ 16,000
プレジデンシャルスイート(オーシャンビュー) NT$ 50,000
言語：日本語・英語・中国語・台湾語
設備・施設：英倫西洋料理レストラン・唐苑中華料理レストラン・

秋草日本料理・皮爾沙バー・浮光ロビーバー・麥坊・
ビジネスセンター・テーマ商店街・バンケットルーム・
会議ホール・地下2階駐車場・SPA・ジム・屋外プール・
屋内温水プール・キッズルーム・四季フラワーガーデン・
詩人フラワーガーデン

花蓮遠雄悦来大飯店
ファーグローリーホテル

台北市中華路一段 150号
Tel:886-2-2331-3161 Fax:886-2-2388-6216
http://www.westgatehotel.com.tw

部屋数：121
室料：温馨ルーム NT$ 7,200
　　　雅緻ルーム NT$ 7,800
　　　クラシックルーム NT$ 8,500
　　　シティビュールーム NT$ 8,800
　　　スタンダード四人部屋 NT$ 10,800 
 豪華四人部屋 NT$ 11,800
 エグゼクティブ　スイート NT$ 12,800 
 永安スイーツム NT$ 12,800
言語：日本語・英語・中国語
レストラン：Unwind Bar & Restaurant
設備・施設：西門町商圈の中心に位置し、MRT西門駅

まで徒歩一分。全館無料ワイヤレスネッ
トワーク、フィットネスジム、ビジネス
センター、ランドリー、会議室、朝食無
料 (ブッフェ ･中華料理と洋食 )、ルーム
サービス、クリーニングサービス、空港
送迎を提供しています

永安棧
ウェストゲートホテル

阿里山賓館
アリサン ハウス

部屋数：139

室料：
絶景スイート ルーム／ツイン  ルーム NT$ 6,600
ダブルルーム　　　　　　　　　　　　　NT$ 10,000
温馨スイート ルーム／デラックス ルーム NT$ 12,000
スぺリオルスイート NT$ 16,000
VIP スイート NT$ 16,000
エグゼクティブ　スイート NT$ 26,000
ハンディキャップルーム NT$ 26,000
プレジデント スイート NT$ 300,000
※特別に明記がない限り表示料金には含まれません。

マネージャー：Jen Shing Chen

言語：日本語・英語・中国語

レストラン：中華料理・コーヒーショップ・庭園

設備・施設：客室内ブロードバンドインターネット・
ビジネスセンター・ギフトショップ・ 

ガゼーボ・懐かしき50年代のダンスホー
ル・足裏マッサージ

嘉義県阿里山郷香林村 16号
阿里山
Tel:886-5-267-9811  Fax:886-5-267-9596 
台　北
Tel:886-2-2563-5259  Fax:886-2-2536-5563
E-mail:service@alishanhouse.com.tw
http://www.alishanhouse.com.tw

台北美侖大飯店
パークタイペイホテル

台北市復興南路一段 317號号
Tel:886-2-5579-3888 Fax:886-2-5579-3889
E-mail:rsvn@parktaipei.com
http://www.parktaipei.com

部屋数：143
室料：スーぺリアルーム NT$ 8,000
　　　デラックスルーム NT$ 9,000
　　　デラックストリプル NT$ 9,900
　　　バルコニールーム NT$ 10,000
　　　101ビュールーム NT$ 10,000
 パークルーム NT$ 11,000
 パーク 101ビュールーム NT$ 12,000
 パークスイート NT$ 28,800
言語：日本語・英語・中国語
レストラン：　　　　　　　　　（無国籍料理）
設備・施設：バス・トイレ別・TOTOウォシュレット
  欧州製 damixa浴槽・日本語衛星放送
  セーフティーボックス、DVDプレイヤー
  ドライヤー・フィットネスセンター
  マッサージチェア・エグゼクティブラウンジ・
  インターネットサービス（パソコ ン設置 )・
  会議室・テラス (喫煙可）
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